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(一)

改
革
開
放
後
三
〇
年
の
中
国
辞
書
事
業
の

発
展

改
革
開
放
後
三
〇
年
に
お
け
る
辞
書
出
版
と

辞
書
研
究
の
成
果

1

辞
書
の
豊
富
な
出
版
点
数
、
種
類
の
完
備
、
多
く
の
良
書

対
外
開
放
や
社
会
の
安
定
は
辞
書
出
版

の
良
好
な
社
会
的
基
礎
と

な

っ
た
。
辞
書
学
理
論
の
発
展
も
ま
た
辞
書
編
纂
に
強
力
な
理
論
的

指
導
を
与

え
た
ほ
か
、
"
国
家
辞
書
賞
"
が
創
設
さ
れ
た

こ
と
は
こ

の
時
期
の
辞
書
出
版
に
対
し
て
大

い
な
る
励

み
と
な

っ
た
。

周
偉
良

の
統
計
に
よ
る
と
、

一
九
八
〇
年
か
ら

一
九
九

一
年
に
全

国
で
出
版

さ
れ
た
辞
書
は
二
四
〇
〇
点
近

い
。

一
九
九

二
年
か
ら
二

○
〇

一
年

に
全
国

で
出
版
さ
れ
た
辞
書
は
五
六
〇
〇
点
余
り
、
そ
し

て
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
に
全
国
で
出
版
さ
れ
た
辞
書

は

一

ム
　
　

一
二
〇
点
以
上
で
あ
る
。
改
革
開
放
以
来
、

わ
が
国
の
辞
書
出
版
点

数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
か
ら
見
て
と
れ
る
。

す
で
に
出
版
さ
れ
た
辞
書

の
中
に
優
れ
た
も

の
は
少
な
く
な

い

が
、
中

で
も
わ
が
国
の
辞
書

レ
ベ
ル
を
最
も
代
表
す
る
の
は

"国
家

辞
書
賞
"
を
獲
得
し
た
辞
書
で
あ
る
。

優
秀
な
辞
書
を
奨
励
し
表
彰
す
る
た
め
に
、

一
九
九
五
年
か
ら
中

国
辞
書
学
会
に
よ
る

"中
国
辞
書
賞
"
の
評
議

・
選
出
活
動
が
開
始

さ
れ
た
。
国
語
辞
典
、
二
言
語
辞
典
お
よ
び
専
門
用
語
辞
典

の
三
部

門
が
設
け
ら
れ
、
隔
年
に

一
度
選
出
さ
れ
る
。

一
九
九
九
年
ま
で
に

は

"国
家
図
書
賞
"
は

"国
家
辞
書
賞
"
と
名
を
改
め
そ
の
後
を
引

き
継

い
だ
。

こ
の
活
動
は
す
で
に
七
期
に
わ
た

っ
て
開
催
さ
れ
て
お
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り
、
は

じ
め
の
五
期
で
審
査

を
受
け
た
辞
書
は
あ
わ
せ
て
七

=
二

点
、
選
出

さ
れ
た
優
秀
辞
書
は

一
六
六
点
に
の
ぼ
る
。
例
を
挙
げ
る

と

『辞
海
』
、
『現
代
漢
語
詞
典
』
修
訂
本
、
『新
華
字
典
』
、
『中
国

大
百
科
全
書
』
簡
明
版
、
『漢
語
大
詞
典
』、

『漢
語
大
字
典
』
簡
編

本
、
『漢

英
詞
典
』
修
訂
版
、
『英
漢
大
詞
典
』
、
『古
漢
語
常
用
字
字

典
』
、
『漢
英
詞
典
』
、
『
現
代
漢
語
方
言
大
詞
典
』
、
『現
代
漢
語
規
範

字
典
』
な

ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
賞
を
獲
得
し
た
も
の
に
は
、
こ
の
時

期
に
新
編
さ
れ
た
も
の

(『
現
代
漢
語
方
言
大
詞
典
』
な
ど
)
や
、

以
前

に
編
纂
さ
れ
た
辞
書
を
改
訂
し
た
も
の

(『辞
海
』
な
ど
)、
ま

た

こ
の
時
期
に
編
集
さ
れ
た

の
ち
さ
ら
に
改
訂

の
加
え
ら
れ
た
も
の

(『中
国
大
百
科
全
書
』
簡
明
版
な
ど
)
が
あ
る
。
国
家
辞
書
賞
を
獲

得
し
た
辞
書

は
す
べ
て
高

い
学
術
価
値
と
実
用
価
値
を
あ
わ
せ
持

ち
、
改
革
開
放
以
降
の
辞
書
編
纂
と
出
版
に
お
け
る
突
出
し
た
成
果

で
あ
り
、

わ
が
国
の
現
代

の
辞
書
を
代
表
す
る
最
高

レ
ベ
ル
の
も
の

で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
二
〇
〇
八
年

一
月
に
第

一
回
中
国
出
版
政
府
賞
が
表

彰

さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
四
点

の
辞
書
が
賞
を
獲
得
し
た
。
商
務
印
書

館

の
出
版

に
よ
る

『
現
代
漢
語
詞
典
』
第
五
版
と

『故
訓
匪
纂
』
、

中
国
社
会
科
学
出
版
社

の
出
版

に
よ
る

『中
国
歴
史
地
名
大
辞
典
』

お
よ
び
上
海
教
育
出
版

社

の
出
版
に
よ
る

『古
文
字
詰
林
』

で
あ

る
。
他
に
も
七
点
の
辞
書
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い
た
。

2

盛

ん
な
理
論
研
究

改
革
開

放
後
の
三
〇
年
に
お
い
て
、
辞
書
出
版

の
猛
烈
な
発
展
に

伴

い
わ
が
国
の
辞
書
理
論

の
研
究
も
ま
た
大

き
く
発
展
を
遂
げ
た
。

大
ま
か
な
統
計
に
よ
る
と
、
こ
の
三
〇
年
で
発
表
さ
れ
た
辞
書
学
論

ム　
　

文

は

一
万
二
千
篇
余
り
で
、
内
容

は
辞
書

の
編
纂
方
法
か
ら
辞
書

史
、
辞
書

の
特
性
、
辞
書

の
分
類
、
辞
書
の
批
評
、
辞
書
学
と
言
語

学

の
関
係
、
辞
書
編
纂

の
中
国
化
、
辞
書
の
規
範
化
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
。
具
体
的
に
は
、
辞
書
学
の
理
論
研
究

は
以
下
の
い
く

つ
か
の

面

に
表
れ
て
い
る
。

ω

各
地
で
の
辞
書
研
究
会
と
辞
書
研
究

セ
ン
タ
ー

(研
究
所
)
の

相
次
ぐ
設
立

学
会
は
学
術
研
究
と
討
論
を
組
織
す
る
重
要
な
機
構
で
あ
る
。
あ

る
学
問
が
ど
の
程
度
発
展
し
て
い
る
か
と
い
う
の
は
、
そ

の
学
会
組

織
が
健
全
で
あ
る
か
ど
う
か
や
、
そ
の
活
動

の
多
少
に
よ

っ
て
計
り

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
九
二
年

一
〇
月
、
中
国
辞
書
学
会
は
北
京
で
発
足
大
会
を
開

催
し
た
。
こ
の
の
ち
、
こ
の
学
会

の
各
専
門
委
員
会
が
徐
々
に
設
立

さ
れ
た
。

一
九
九
三
年
九
月
、
国
語
辞
典
専

門
委
員
会
と
辞
書
編
集

出
版
専
門
委
員
会
が
創
設
さ
れ

(北
京
)
、

,II
　

1
1
月
に
は
二
言

語
詞
典
専
門
委
員
会
が
創
設
さ
れ
た

(広
州

)。

一
九
九
四
年
九
月

に
専
門
用
語
詞
典
専
門
委
員
会
が
創
設
さ
れ

(上
海
)、
同
年

二

月

に
は
辞
書
理
論
と
辞
書
史

の
専
門
委
員
会

が
創
設
さ
れ
た

(上

海
)。
X
10
0

1
年
四
月
に
は
辞
書
編
纂
現
代
技
術
専
門
委
員
会
が

創
設
さ
れ
た

(上
海
)
。
こ
れ
以
前
に
も
省
を
単
位

と
す
る
地
方

レ

ベ
ル
で
の
辞
書
学
会
が
数
多
く
設
立
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で

一
九
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八
二
年
に
創
設
さ
れ
た
上
海
辞
書
学
会
が
全
国
で
最
初
の
辞
書
学
会

で
あ
る
。

そ
の
後
、
福
建
省
辞
書
学
会
や
陳
西
省
辞
書
学
会
、
安
徽

省
辞
書
学
会
な
ど
が
続
々
と
設
立
さ
れ
た
。

こ
れ
以
外

に
も
、
全
国
各
地

で
多
く
の
辞
書
研
究
機
構
が
設
立
さ

れ
て
い
る
。
南
京
大
学
双
語
詞
典
研
究
中
心

(
一
九
八
八
年
)
、
商

務
印
書
館
辞
書
研
究
中
心

(
二
〇
〇
〇
年
)
、
広
東
外
語
外
貿
大
学

詞
典
学
研
究
中
心

(X
10
0

1
年
)、
南
開
大
学
詞
匪
学
与
詞
典
学

研
究
中
心

(
二
〇
〇
三
年
)、
度
門
大
学
双
語
詞
典
与
双
語
語
言
文

化
研
究
中

心

(二
〇
〇

三
年
)
、
上
海
交
通
大
学
翻
訳
与
詞
典
学
研

究
中
心

(
二
〇
〇
四
年
)
、
漢
語
辞
書
研
究
中
心

(二
〇
〇
七
年
、

教
育
部
語
言
文
字
信
息
管
理
司
と
魯
東
大
学
に
よ
り
魯
東
大
学
内
に

共
同
設

立
)、
上
海
海
洋
大
学
翻
訳
与
詞
典
研
究

所

(二
〇
〇
八

年
)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
学
会
と
研
究

セ
ン
タ
ー
は
、
設

立
後
、
定
期

・
不
定
期
を
問
わ
ず
辞
書
編
纂
や
理
論
研
究

の
方
面
で

の
学
術
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。
部
分
的
な
統
計
に
よ
る
と
、
現
在

ま
で
に
開
催
さ
れ
た
学
術
会
議
は
中
国
辞
書
学
会
設
立
後
の
も
の
だ

け
で
も
五
七
回
を
数
え
る
。
こ
の
ほ
か

一
九
九
四
年
と
二
〇
〇

二
年

に
は
、
上
海
と
広
州
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
専
門
用
語
辞
典
編
集
学
習

ク
ラ
ス
と
辞
典
学
理
論
講
習
ク
ラ
ス
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ

う
な
全
国
的
な
学
術
会
議
は
研
究
対
象
と
な
る
テ
ー

マ
が
非
常

に
広

範
囲
に
わ
た
る
。
あ
る

一
冊
の
辞
書
を
テ
ー

マ
と
し
て
研
究
討
論
す

る
も
の

(『
現
代
漢
語
詞
典
』
学
術
研
究
討
論
会
な
ど
)
や
、
あ
る

一
種
類
の
辞
書
を
対
象
と
し
て
研
究
討
論
す
る
も
の

(
二
言
語
辞
典

学
術
研
究
討
論
会
、
専
門
用
語
辞
典
学
術
研
究
討
論
会
、
国
語
辞
典

学
術
研
究
討
論
会
な
ど
)、
さ
ら
に
す

べ
て
の
辞
書
を
対
象
と
す
る

研
究
討
論

(
一
九
九
九
年

=

月
に
南
京

で
行
わ
れ
た
中
国
辞
書
学

会
第
四
回
年
会
な
ど
)
等
で
あ
り
、
編
纂
技
術
に
関
す
る
研
究
討
論

(X
10
0

1
年
五
月
に
北
京
市
平
谷
で
開
催

さ
れ
た

『
俄
語
新
詞
新

義
詞
典
』
編
纂
研
究
討
論
会
)
や
辞
書
理
論
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究

討
論

(
一
九
九
九
年
六
月
に
安
徽
省
黄
山
で
行
わ
れ
た
第
三
回
辞
書

理
論
研
究
討
論
会
)
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
う

い
っ
た
各
種
さ
ま

ざ
ま
な
学
術
活
動

の
展
開
に
よ
り
、
わ
が
国

の
辞
書
学
理
論
研
究
は

飛
躍
的
に
発
展
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、

一
九
九
七
年
三
月
に
は
香
港

に
お
い
て
ア
ジ
ア
辞
書

学
会
が
設
立
さ
れ
、
同
時
に
第

一
回
ア
ジ
ア
辞
典
学
会
議
が
開
催
さ

れ
た
。
二
〇
〇
四
年
に
は
台
湾
翻
訳
学
会
が
台
北
に

「詞
典
及
語
料

庫
研
究
中
心
」
を
設
立
、
同
年
六
月
に
は
第

二
次
学
術
会
議
を
開
催

し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
台
湾
に
お
け
る
最
初
の
辞
典
学
研
究
機
構

で
あ
る
。

②

『辞
書
研
究
』

の
創
刊
と

『詞
典
研
究
叢
刊
』
の
出
版

一
九
七
八
年

に
上
海
辞
書
出
版
社
が
設
立

さ
れ
た
後
、

一
九
七
九

年
五
月
に

『辞
書
研
究
』
と
い
う
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
た
。
そ
の
後
数

度
に
わ
た
り
辞
書
理
論
が
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
大
討
論
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
例
を
挙
げ

る
と
、
辞
書
編
集

の
階
級
性
、
辞
書
編

纂
の
中
国
化
、
辞
書
学

の
学
問
的
地
位
、
辞
書
と
規
範
化
な
ど
で
あ

る
。
こ
の
雑
誌

は
こ
れ
ま
で
に

一
七
〇
号
余

り
を
刊
行
し
、
そ
の
中
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で
多
く
の
辞
書
学
論
文
を
発
表
し
て
お
り
、
辞
書
研
究

に
お
け
る

一

つ
の
重
要

な
拠
点
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
四
川
人
民
出
版
社

(後

の
四
川
辞
書
出
版
社
)
も
ま
た

一
九
八
〇
年
に

『詞
典
研
究
叢

刊
』
を
創
刊
し
た
。

こ
れ
は
主
に
国
語
辞
典
を
研
究
対
象
と
し
た
も

の
で
現
在

す

で
に

一
二
号
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
『
辞
書
研
究
』
と

『詞
典
研
究
叢
刊
』
の
創
刊
は
、
「多
く
の
辞
書
に
携
わ
る
人
々
に
対

し
て
、
経
験
を
総
括
し
、
辞
書
編
纂

の
法
則
を
検
討
し
、
ま
た
中
国

辞
書
史

と
外

国
辞
書
史
を
研
究
す
る
活
動

の
場
を
提
供
す

る
こ

ムヨ
　

と
で
」、

わ
が
国

の
辞
書
編
纂
業
務
と
辞
書
学
理
論
研
究
に
と

っ
て

大

い
な
る
推
進
力
と
な

っ
た
。

③

重
要
な
研
究
拠
点
の
形
成

辞
書
研
究
は
辞
書
編
纂
か
ら
始
ま

っ
た
が
、
こ
れ
は
わ
が
国
の
辞

書
研
究

の
顕
著
な
特
徴

で
あ
る
。
は
じ
め
に
大
型
辞
書
の
編
纂

に
関

わ

っ
た
省

や
大
型
辞
書
を
出
版
し
た
都
市
で
は
、
そ
れ
と
同
時
に
学

者
ら
が
理
論
研
究
を
展
開
し
た
。
彼
ら
は
、
科
学
研
究
所
や
大
学
で

た
だ
研
究

に
従
事
し
て
い
る
だ
け
の
学
者
ら
と
比
較
す
る
と
辞
書
研

究
に
対
す

る
関
心
は
よ
り
高
く
、
雑
誌
の
創
刊
や
専
門
の
テ
ー

マ
に

つ
い
て
の
研
究
討
論
を
行
う
な
ど
し
て
、
こ
の
新
興
学
問
を
盛
り
上

げ
た
。

こ
の
影
響
を
受
け
、
彼

ら
の
所
在
す
る
上
海
、
武
漢
、
北

京
、
四
川
、
福
建
、
安
徽
な
ど
の
地
区
は
、
わ
が
国
の
辞
書
研
究
に

お
い
て
重

要
な
研
究
拠
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ω

辞
書
学
専
門
書

の
大
量
出
版

三
〇
年

来
、
わ
が
国
の
辞
書
学
理
論
研
究
が
見
せ
た
大
き
な
進
展

の

一
つ
に
、
大
量
の
辞
書
学
理
論
書
を
出
版

し
た
こ
と
が
あ
る
。
お

お
ま
か
な
統
計
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
の
辞
書
学
著
作
は
七
十
点
余

り
で
あ
る
。

こ
の
数
字
は
多
く
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
わ
ず
か
数

十
年
の
歴
史
し
か
な

い
う
え
に
従
事
す
る
研
究
者
も
多
い
と
は
言
え

な
い
、
始
ま

っ
た
ば
か
り
の
学
問
か
ら
す
る
と
、

こ
れ
は
相
当
大
き

な
成
果
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
専
門
書
は
非
常
に
幅
広
く
、
著
作

の
形
式
も
著
作
あ

り
翻
訳
あ
り
と
さ
ま
ざ
ま
で
、
ま
た
そ
の
内
容
は
辞
書
学
の
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
方
面

に
及
ん
で
い
る
。

こ
こ
に
比
較
的
代
表
的
な
も

の
を

挙
げ
る
と

(各
年

一
冊
ず

つ
出
版
年
度
順

に
)、
胡
明
揚
ほ
か

『
詞

典
学
概
論
』

(
一
九
八
二
年
)
、
劉
葉
秋

『中

国
字
典
史
略
』

(
一
九

八
三
年
)、
陳
柄
沼

『辞
書
概
要
』

(
一
九
八
五
年
)
、
銭
剣
夫

『
中

国
古
代
字
典
辞
典
概
論
』
(
一
九
八
六
年
)
、
黄
建
華

『
詞
典
論
』

(
一
九
八
七
年
)
、
李
開

『
現
代
詞
典
学
教
程
』
(
一
九
九
〇
年
)、
陳

柄
遙

『辞
書
編
纂
学
概
論
』

(
一
九
九

一
年
)
、
林
玉
山

『中
国
辞
書

編
纂
史
略
』
(
一
九
九
二
年
)
、
黄
文
興
ほ
か

『辞
書
類
典
』
(
一
九

九
三
年
)、
王
男
漢

『釈
義
簡
論
』
(
一
九
九

四
年
)、
林
玉
山

『
辞

書
学
概
論
』

(
一
九
九
五
年
)
、
王
瑛

『常
用
漢
語
辞
書
挙
要
』
(
一

九
九
六
年
)、
趙
振
鋒

『
辞
書
学
綱
要
』

(
一
九
九
八
年
)
、
姜
治

文

・
文
軍

『詞
典
学
与
双
語
詞
典
学
研
究
』

(
一
九
九
九
年
)
、
林
玉

山

『中
国
辞
書
排
検
史
』
(
二
〇
〇
〇
年
)、
徐
建
国

『漢
字
排
検
法

概
論
』

(X
10
0

1
年
)
、
徐
金
法

『中
国
辞
書
発
展
史
引
論
』

(二

〇
〇
二
年
)
、
雍
和
明

『国
際
詞
典
学
』

(二
〇
〇
三
年
)、
林
玉
山
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の
編
集
に
よ
る

『工
具
書
学
概
論
』
(二
〇
〇
四
年
)
、
魏
向
清

『双

語
詞
典
訳
義
研
究
』
(
二
〇
〇
五
年
)
、
雍
和
明
ほ
か

『中
国
辞
典
史

論
』
(
二
〇
〇
六
年
)
、
陳
偉

『
翻
訳
与
詞
典
間
性
研
究
』
(
二
〇
〇

七
年
)
な
ど
で
あ
る
。

辞
書
学
専
門
書

の
出
版
は
こ
の
時
期
の
辞
書
学
理
論
研
究

の
レ
ベ

ル
を
集
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
は
辞
書
学
論
文
集
も
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
個
人

の
も

の
と
し
て
は
主
に
、
注
耀
楠

『詞

典
学
研
究
』
(
一
九
九
〇

年

)、
郭
良
夫

『
詞
匿
与
詞
典

』
(
一
九
九
〇
年
)、
張
志
毅

ほ
か

『詞
和
詞
典
』
(
一
九
九
四
年
)
、
周
志
鋒

『大
字
典
論
稿
』

(
一
九
九

九
年
)
、
蘇
宝
栄
ほ
か

『詞
義
研
究
与
辞
書
釈
義
』
(二
〇
〇
〇
年
)
、

程
栄

『字

・
詞

・
詞
典
』

(X
10
0

1
年
)、
郷
郵

『辞
書
学
探
索
』

(二
0
0

1
年
)、
お
よ
び

『辞
書
学
叢
稿
』

(二
〇
〇
四
年
)、
周
薦

『
詞
匪
学
詞
典
学
研
究
』
(
二
〇
〇
四
年
)、
符
准
青

『詞
典
学
詞
匪

学
語
義
学
文
集
』
(
二
〇
〇
四
年
)、
呉
建
平

『辞
書
学
与
双
語
詞
典

学
探
索
』

(二
〇
〇
五
年
)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

広
東
外

語
外
貿
大
学
詞
典
学
研
究
中
心
と
上
海
市
辞
書
学
会
、

『
辞
書
研
究
』
編
集
部
が
共
同
で
編
纂
し
た

『
二
十
世
紀
中
国
辞
書

学
論
文
索
引
』

(上
海
辞
書
出
版
社
、

二
〇
〇
三
年
)
は
わ
が
国
の

二
〇
世
紀
辞
書
学
研
究

の
成
果
の
集
大
成
で
、

こ
こ
に
収
録
さ
れ
て

い
る
大
部
分
は
改
革
開
放
後

の
も
の
で
あ
る
。

⑤

国
外
の
辞
書
学
理
論

の
紹
介

わ
が
国

の
辞
書
学
の
起

こ
り
は
比
較
的
遅
く
、
改
革
開
放
以
前
に

は
国
外

の
研
究

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ

う
な
状
況
は
こ
の
三
〇
年
間
で
大
き
く
変
化

し
た
。
改
革
開
放
後
、

中
国
と
世
界
と
の
関
係
は
緊
密
に
な
り
、
文

化
の
交
流
は
ま
す
ま
す

盛
ん
と
な
っ
た
。
辞
書
の
出
版
と
研
究

の
分

野
に
お
い
て
も
、
世
界

的

に
有
名
な
辞
書
の
導
入

・
出
版

(『
朗
文
当

代
高
級
英
語
辞
典
』
、

『牛
津
高
階
英
漢
双
解
詞
典
』
第
六
版
な
ど

)
だ
け
で
な
く
、
国
外

の
辞
書
学
理
論
著
作

の
翻
訳

(拉
迫
斯
拉

夫
藏
古
斯
塔

(建
ユ
匹
零

Z
gu
sta
)
に
よ
る

『
詞
典
学
概
論
』
(
一
九
八

三
年
)
や
石
騨
壬

に

よ
る

『詞
典
学
論
文
選
択
』

(
一
九
八

一
年

)
お
よ
び
陳
柄
遙
に
よ

る

『
国
外
現
代
辞
書
選
介
』

(
一
九
八
六
年

)
な
ど
)
も
行
わ
れ

た
。
辞
書
学
者
は
国
外
の
辞
書
学
の
研
究
状
況
に
対
し
、
よ
り

一
層

関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ら
を
国
内
に
紹
介
す
る
よ
う
に

な

っ
た

(例
え
ば
、
徐
海
が
吟
特
曼

(=
葺

日
§
昌
)

の

『
詞
典
学

教
学
.1[r研
究
』

(Tea
ch
ing
an
d
R
esea
rching
L
ex
icog
rap
hy
)
を
紹
介

し
た

「詞
典
学
学
科
建
設
的
重
要
著
作
1

「詞
典
学
教
学
与
研

究

」

介

紹

」
、

呉

建

平

が

『
詞

典

学

詞

典

』

(D
ictio
n
a
ry
of
L
ex
icog
-

ra
p
hy
)

を

紹

介

し

た

「読

「
詞

典

学

詞

典

」
」
、

文

軍

が

『
専

科

詞

典

学

H
},
冊

』

(M

a
n
u
a
l
of
S
p
ecia
liz
ed
L
e
x
icog
rap
hy
)

を

紹

介

し

た

「積
極
型
専
科
詞
典
理
論
的
有
益
探
索
-

介
紹

「専
科
詞
典
学
手

冊
」
」、
呉
哲
が
杜
比
欽
斯
基

(D
u
b
ych
in
sk
i)

の

『
理
論
与
実
践

詞
典
学
』
と
阿
普
列
祥

(A
p
resjan
)
に
よ

る

『世
界
的
語
言
図
景

与
系
統
詞
典
学
』
を
紹
介
し
た

「
一
部
値
得
関
注
的
詞
典
学
新
作

「理
論
与
実
践
詞
典
学
」
(俄
文
版
)
評
介
」
、
「整
合

一
体
描
写
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及
其
対
双
語
詞
典
編
纂
創
新
的
啓
示

兼
評

「世
界
的
語
言
図
景

与
系
統
詞
典
学
」
」
な
ど
)。

国
外

の
辞
書
学
研
究
状
況
を
紹
介
し
た
も
の
に
は
、
金
常
政

の

「百
科
全
書
二
〇
世
紀
行
」、
黄
小
莉

の

「詞
典
編
撰
的
研
究
現
状
概

述
」、
武
継
紅

の

「浅
析
理
論
詞
典
学
的
発
展
」、
胡
開
宝
の

「国
外

当
代
詞
典

学
研
究
述
評
」
、
雍
和
明
の

「国
外
詞
典
類
型
学
理
論
総

述
」、
曹
傑
旺

・
羅
思
明
の

「当
代
理
論
詞
典
学
主
要
流
派
」、
魏
向

清

・
張
柏

然

の

「新
世
紀
詞
典
学
理
論
研
究
趨
勢
展
望
」
、
王
額

芳

・
羅
敏
莉

の

「語
料
庫
詞
典
学
的
興
起
与
発
展
」、
何
家
寧

の

「詞
典
使
用
研
究
述
評
」、
孔
慶
成

・
黄
麗
捧
訳
、
倫
納
徳
・E
・紐
厄

爾

(L
eo
n
ard
E
.N
ew
ell
)

S

「菲
律
賓
詞
典
学
発
展
現
状
」、
郭

世
英
の

「英
国
埃
克
塞
特
詞
典
研
究
中
心
」
、
黄
永
安

の

「交
希
特

大
学
詞
典

研
究
与
英
国
詞
典
学
発
展
」、
黄
建
華

の

「加
掌
大
魁
北

克
詞
典
編
纂
動
向
的
啓
示
」
な
ど
が
あ
る
。

国
外
の
辞
書
研
究
に
関
す
る
紹
介
は
、
百
科
事
典
、
用
語

の
解
釈

や
そ
の
解
釈
モ
デ
ル
、
辞
典
学
理
論
、
辞
典
学
研
究

の
現
状
、
国
外

の
辞
典
分
類
理
論
、
辞
典
学

の
流
派
、
辞
典
学

の
発
展
動
向
、

コ
ー

パ
ス
の
構
築
と
辞
典
編
纂
の
関
係
、
辞
典

の
使
用

・
研
究
状
況
な
ど

が
含
ま
れ

る
。
翻
訳
の
形
式
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
よ
り

多

い
の
は
翻
訳
紹
介
の
形
式

で
あ
る
。
な
か
で
も
武
継
紅

の
著
作
は

辞
典
学
構
築

に
お

い
て
理
論
上

の
指
導
的
意
義
を
持

つ
も
の
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
、
黄
建
華
は
カ
ナ
ダ
ケ
ベ
ッ
ク
辞
典
編
纂

の
際

の
経

験
を
紹
介
し
た
後
、
我

々
が
今
後
現
代
漢
語
詞
典
を
編
纂
す
る
に
あ

た
っ
て
は
開
放
的
な
態
度

で
臨
む
べ
き
だ
と
提
案
し
た
。
香
港
や
台

湾
、

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
中
国
語
も
考
慮

に
入

れ
、

「条
件
が
整

っ
た
時
、
国
内
外
各
方
面

が

一
致
協
力
し
同
時
期

に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
国
語
大
辞
典
を
作
り
出

す
」
べ
き
で
あ
る
と
提

起
し
た
の
で
あ
る
。

国
外

の
辞
書
学
研
究

の
紹
介
に
よ

っ
て
国
内

の
学
者
は
最
新
の
研

究
動
向
に

つ
い
て
知
る
こ
と
と
な
り
、
視
野
が
広
が
り
研
究

は
よ
り

深
く
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
わ
が
国
の
辞
書
学
は
比
較
的

短

い
期
間
に
起
こ
り
成
長
を
遂
げ
た
と
言
え
る
が
、
こ
れ
は
学
者
ら

が
国
外

の
辞
書
学
理
論
を
紹
介
し
、
ま
た
我

々
の
辞
書
研
究
が
国
外

と
同
時
性
を
保

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
密
接
に
関
わ

っ
て
い
る
。

⑥

シ
リ
ー
ズ
辞
書

の
編
纂
規
準

の
制
定

わ
が
国
の
辞
書
編
纂

の
規
範
化

は

一
九
八
〇
年
代
中
期

に
始
ま

り
、

一
九
八
六
年
四
月
に
全
国
術
語
標
準
化
技
術
委
員
会
辞
書
編
纂

分
委
員
会
が
設
立
さ
れ
そ
の
象
徴
と
な

っ
た
。

こ
の
委
員
会
は
成
立
以
来
、
辞
書
編
纂
の
規
範
化
に
ま

つ
わ
る
多

く
の
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

こ
の
分
会
は
設
立
後
ま
も
な
く

『辞
書

研
究
』

の

一
九
八
七
年
第
四
期

に

「辞
書
編
纂
与
標
準
化
研
究
専

輯
」
を
発
表
し
、
の
ち
に

『
現
代
術
語
学
与
辞
書
編
纂
』

(科
学
出

版
社
、

一
九
八
八
年
)
を
翻
訳
し
た
。
そ
の
後
、
辞
書
編
纂
に
関
す

る
国
家
規
範
を

い
く

つ
か
制
定

・
改
定
し
た
。
例
を
挙
げ

る
と
、

G
B
/T
1
16
17
-2
00
0

f辞
書
編
纂
符
号
」、
G
a
r
r
isa
3
s-
z0
0
0

「辞

書
編
纂
基
本
術
語
」、
G
B
/T

15
93
3-
199
5

「辞
書
編
纂
常
用
漢
語
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縮
略
語
」
、
G
B
l
T
1
9
103
-2
00
3

「辞
書
編
纂
的

一
般
原
則
与
方
法
」

な
ど
で
あ

る
。

上
述
の
規
範

お
よ
び
辞
書
編
纂

・
出
版
に
関
わ
る
そ
の
他
の
国
家

ム
　
　

規
範
は
、

辞
書
編
纂

の
規
範
化

に
科
学
的
根
拠
を
与
え
た

の
で
あ

る
。3

辞
書
学
理
論
研
究
の
注

目
す
べ
き
問
題

ω

辞
書
編
纂

の
中
国
化
問
題

辞
書
編
纂

の
中
国
化
に
関
し

て
議
論
が
開
始
さ
れ
た
の
は

一
九
八

二
年

で
あ

る
。
『辞
書
研
究
』
第
六
期
に
楊
祖
希

の

「中
国
式
専
科

辞
典
的
釈
義
」
が
発
表
さ
れ
、
編
集
部
は
こ
の
論
文
中

の
提
議
に
基

づ
き
辞
書
編
纂

の
中
国
化
問
題
に

つ
い
て
討
論
を
展
開
し
た
。
こ
れ

よ
り
、
辞
書
編
纂

の
中
国
化
は
八
〇
年
代
初
期
に
お
い
て
注
目
す
べ

き
問
題
と
な

っ
た
。

多
く

の
人
が

『辞
書
研
究
』

の
中

で
こ
の
討
論
に
参
加
し
た
。
関

家
験

(「辞
書
中
国
化
小
議
」

一
九
八
三
年
第

一
期
)、
王
知
伊

(「試

析

"辞
書

編
纂
中
国
化
"」

一
九
八
三
年
第
二
期
)
、
楊
祖
希

(
「対

我
国
辞
書

編
纂
中
国
化
的
浅
見
」

一
九
八
三
年
第

二
期
)、
梁
式
中

(
「評

"中

国
化
"
」

一
九
八
三
年
第
三
期
)
、
野
辛

(「明
確
辞
書
編

纂
中
国
化
的
内
酒
」

一
九
八
三
年
第
三
期
)
、
尚
丁

(「我
国
辞
書
編

纂
的
道
路
和
特
点
」

一
九
八
三
年
第
四
期
)
、
劉
慶
隆

(
「中
国
化
、

借
鑑
与

国
際
化
」

一
九
八
三
年
第
五
期
)
、
祝
注
先

(
「"中
国
化
"

問
題
浅
見
」

一
九
八
三
年
第
六
期
)、
陳
増
傑

(
「大
型
語
文
詞
典
編

纂
中
国
化
之
我
見
」

一
九
八
三
年
第
四
期
)
、
盧
潤
祥

(
「辞
書
選
題

与
中
国
化
的
実
践
」

一
九
八
三
年
第
六
期
)
等
で
あ
る
。
意
見
は
大

き
く
三

つ
に
分
け
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
"辞
書

編
纂

の
中
国
化
"
と

は
中
国

の
風
格
を
持

っ
た
辞
書
編
纂
、
つ
ま
り
中
国
的
な
特
徴
を
持

つ
も
の
と
い
う
考
え

で
あ
る

(祝
注
先
、
閲
家
騨
)。
二

つ
め
は
、

「社
会
主
義
中
国
の
個
性
や
特
徴
な
ど
が
あ

る
か
ら
と

い
っ
て
、
中

国
化

で
あ
る
と
は
言
え
な

い
」
「
い
わ
ゆ
る
中
国
化
と

い
う
表
現
は

不
適
当

で
、
理
論
的
に
は
成
り
立
た
ず
実
践

も
不
可
能

で
あ
る
」

(梁
式
中
)
。
三
つ
め
は
、
「わ
が
国

の
言
う
辞
書
編
纂

の
中
国
化
と

は
、
独
自

の
道
を
進
む
こ
と
で
あ
り
、
中
国

の
特
色
を
出
す
こ
と
で

あ
る
」
が
同
時
に
、
「決
し
て
古
今
東
西

の
辞
書
編
纂
経
験
に
対
し

て
虚
無
主
義
的
態
度
を
と
る
こ
と
や
、
"排

他
主
義
"
"尚
古
主
義
"

の
覆
轍
を
踏
む
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な

い
」
(楊
祖
希
)
。
こ
の

ほ
か
、

一
部
の
学
者

の

"辞
書
編
纂

の
中
国
化
"
は
マ
ル
ク
ス
主
義

を
指
導
的
思
想
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考

え
に
対
し
て
、
尚
丁
は

「"
マ
ル
ク
ス
主
義
を
指
導
的
思
想
と
す
る
"

と
い
う
の
は
辞
書
特
有

の
も

の
で
は
な
く
、
ま
た

"中
国
化
"
専
有

の
属
性
で
も
な
い
」
と

指
摘
し
て
い
る

(
「我
国
辞
書
編
纂
的
道
路

和
特
点
」

一
九
八
三
年

第
四
期
)。

"中
国
化
"
と
は

一
つ
の
学
術
的
主
張

で
あ
り
、
多
く

の
問
題

の

　ら
　

上
に
表
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
見

方
は
よ
り
広
い
背
景
の

も
と
討
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
辞
書
編
纂

の
中
国
化
に
対
し
て
、

我
々
は

"中
国
の
風
格
"
や

"中
国
の
特
色

"
を
強
調
す
る
が
た
め

に
国
外

の
優
秀
な
辞
書
編
集
の
経
験
と
い
う
手
本
を
軽
視
し
て
は
な
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ら
な
い
と
言
え
る
。
こ
の
討
論

の
中
で
こ
の
点
は
皆

の
ほ
ぼ

一
致
し

た
意
見

で
あ
る
。

②

辞
書
規
範
に
関
す
る
問
題

こ
の
問
題

に
関
す
る
討
論
は
主
に

一
九
九
〇
年
代
に
集
中
し
て
行

わ
れ
、
辞
書
学
者
や
言
語
学
者
が
参
加
し
た
。
主
な
観
点
は
四
つ
で

あ
る
。

一
つ
め
の
観
点

は
、
既
存
の
、
問
題
あ
る
規
範
は
超
越
す
る

こ
と
が

で
き
る
、
と

い
う
も

の
で
あ
る
。
陳
原

が
指
摘
し
た
よ
う

に
、
「辞
書
は
国
家
標
準
と
完
全
に

一
致
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま

た
国
家
規
範
と
完
全
に

一
致
す
る
も

の
で
も
な
い
。
辞
書

の
編
纂
者

は
国
家
規
範

の
指
導

の
も
と
、
学
術
研
究

の
基
礎
に
立
ち
、
あ
え
て

規
範

の
超
越
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
辞
書

は
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
非
規

範
的
な
情
報
を
提
供
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
言

い
換
え
る
と
、
辞
書

は

一
般
的

な
状
況
下
で
は

(小
学
生
用
の
小
字
典
類
と

い
っ
た
特
定

の
場
合

を
除
き
)
現
在

の
規
範
の
中

で
は
説
明
で
き
な

い
、
ま
た
収

ま
り
き

ら
な
い
描
写
や
推
論
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」

(
「辞
書

与
語
言
規
範

化
問
題
」
『
辞
書
研
究
』

一
九
九
九
年
第

二

期
)。

二

つ
め
は
、
規
範
型
辞
書

は
既
存

の
規
範
を
厳
格

に
遵
守
す

べ
き
で
あ

る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
を
主
張
す
る
代
表

的
人
物

は
李
建
国
で
、
彼
の
言
う
に
は

「国
家
が
公
布
し
た
言
語
と

文
字

の
法
規
や
標
準
、
ま
た
辞
書
編
纂

の
専
門
用
語
や
記
号
標
準
な

ど
は
、

一
般
的
な
辞
書

で
あ
れ
ば
編
纂
者
が
多
少
融
通
を
き
か
せ
る

こ
と
は
可
能

で
あ
る
。

し
か
し
規
範
型
国
語
辞
書
の
編
纂
者
は
、
徹

底
的
に
そ

の
規
定
に
照
ら
し
合
わ
せ
事
に
当
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
道
理
は
非
常
に
簡
単
で
、
な
ぜ
な
ら
彼

ら
は
規
範
型
辞
書
の
編

集
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
国
家
標
準

の
不
完
全

な
箇
所
や
、
実
際
の
言

語
使
用
状
況
よ
り
立
ち
遅
れ
た
部
分
に

つ
い
て
は
討
論
や
研
究
を
行

う
べ
き
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
基
準
が
改
訂
さ
れ
る
ま
で
は
そ
れ
に
服

従
し
、
守
る
こ
と
し
か
で
き
ず
、
個
人
の
意
見
は
そ
の
基
準
が
改
訂

さ
れ
る
際

の
参
考
と
な
る
の
を
待

つ
し
か
な

い
」

(「規
範
型
語
文
辞

書
的
理
論
思
考
」
『
中
国
語
文
』

一
九
九
九

年
第

一
期
)。
三

つ
め

は
、
規
範
は
あ
く
ま
で
剛
柔
を
兼
ね
備
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
原

則
に
立

っ
た
も
の
で
あ
る
。
最
も
代
表
的
な

の
は
高
更
生
で
、
彼
は

規
範
型
字
書

の
編
纂
に
お
い
て
二
つ
の
傾
向
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
指
摘
す
る
。

「
一
つ
は
硬
直
し
た
原

則
を
機
械
的

に
強
調
す

る
こ
と
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
過
度
に
柔
軟
な
原
則
を
強
調
す
る
こ

と
で
あ
る
」。
彼

は
剛
柔
を
融
合
す

べ
き
で
あ
り
、
規
範

の
原
則
を

堅
持
し
た
上
で
頑
な
に
原
則
に
と
ら
わ
れ
な

い
よ
う
に
と
主
張
す
る

(「剛
性
与
柔
性
相
結
合
的
原
則
-

談
規
範
型
字
書
的
編
纂
」
『辞

書
研
究
』
二
〇
〇
〇
年
第

二
期
)
。

こ
の
観

点
は
学
術
界
で
は
比
較

的
代
表
的
な
も
の
だ
が
、
で
は
い
か
に
し
て
剛
柔

の
融
合
を
成
し
遂

げ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
認
識
は

一
つ
で
は
な

い
。
四

つ
め

は
、
ご
く
少
数

の
学
者

の
、
辞
書
編
纂

の
過
程
に
お
い
て
規
範
的
基

準
は
遵
守
す
る
必
要
が
な
い
と

い
う
認
識
で
あ
る
。

「辞
書

(国
語

辞
典
で
あ

っ
て
も
)
編
纂
に
お
け
る
規
範
的
基
準
は
あ

っ
て
も
よ

い

が
必
ず
し
も
必
要
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
辞
書
編
纂
に

お
い
て
規
範
的
基
準
を
遵
守
さ
せ
る
と
い
う

の
は
理
論
的
に
筋
が
通
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ム　
　

ら
ず
、
実

現
も
困
難

で
あ
り
不
適
当
で
あ
る
」。

こ
の
認
識
は
少
々

危
険
で
あ
り
、
批
判
す

べ
き
で
あ
る
。

㈲

辞
書

の
品
質
に
お
け
る
評
価
基
準

辞
書
の
品
質
に
お
け
る
評
価
基
準
の
提
起
に
は
二
つ
の
背
景
が
あ

る
。

一
つ
は
、
"辞
書
熱
"

の
高
ま
り
に

つ
れ
社
会

に
多
く

の
粗
悪

な
辞
書
が
出
回
り
、
辞
書
品
質

の
評
価
基
準
に
対
す
る
論
議
が
引
き

起
こ
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
も
う

一
つ
の
背
景
は
、
学
者
が
辞
書

の

特
性
に
つ
い
て
研
究
す
る
際
に
、
辞
書

の
特
性
を
辞
書
品
質

の
評
価

基
準
と
見

な
す
者
が
出

て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
辞
書

の
特
性

と
は
何
か
、
辞
書
の
品
質
基
準

の
評
価
と
は
何
か
と

い
っ
た
論
議
を

引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
論
議
は
出
発
点

こ
そ
異
な

る
が
、
最
終
的
に
は

一
冊
の
辞
書

の
品
質
を
い
か
に
評
価
す
る
の
か

と
い
う
問
題
に
行
き
着
く
。

こ
の
問
題

の
主
な
論
点
は
三

つ
に
集
約
さ
れ
る
。

一
つ
は
辞
書

の

品
質
が
低
下
し
た
原
因
、
も
う

一
つ
は
い
か
に
辞
書
の
出
版
品
質
を

保

つ
か
、
そ
し
て
三

つ
め
は
辞
書
の
品
質
を
評
価
す
る
基
準
と
は
何

か
、
で
あ
る
。
辞
書
品
質

の
評
価
基
準
に
関
し
て
劉
志
栄

は
、
あ
ら

ゆ
る
辞
書

は
正
確
性
と
権
威
性
、
規
範
性
と
い
う
三

つ
の
特
性
を
兼

ね
備
え
て
お
り
、

「ど
の
角
度

か
ら
辞
書
を
評
価
す
る
か
に
関
わ
ら

ず
、
こ
の
三

つ
の
特
性
は
辞
書
品
質
の
評
価

の
根
拠
と
な
る
べ
き
基

準
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
三
つ
の
特
性
が
比
較
的
抽
象
的

で

あ
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
彼

は
さ
ら
に

「辞
書
品
質
を
実
際
に
評
価

す
る
際
は
、
評
価

の
目
的
と
要
求
に
基
づ
い
て
評
価
基
準
を
具
体
的

な
項
目
に
分
け
、
審
査
可
能
な
特
定
基
準
と
評
価
内
容
を
作
り
上
げ

る
べ
き
で
あ
る
」
と
提
起
し
て
い
る

(「辞
書

質
量
評
価
初
探
」
『辞

書
研
究
』

一
九
八
九
年
第
三
期
)
。
黄
孝
徳

は
、
「辞
書
の
品
質
基
準

は
い
く
つ
か
の
規
定
に
よ

っ
て
言

い
表
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
全
方

位
的

で
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
が
存
在
す
る
具
体
的
な
概
念
で
あ
る
。

辞
書

の
品
質
基
準
に
対
す
る

一
般
的
な
認
識

は
比
較
的
抽
象
的
で
、

原
則
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
原
則
的
な
認
識
は
特
定

の
辞

書

の
種
類
と
結
び

つ
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
実
際
の
編
纂

の
段

階
で
具
体
的
な
品
質

の
要
求
を
提
起
し
て
初

め
て
、
実
際
に
即
し
た

実
行
可
能
な
品
質
基
準
と
な
る
」

「国
語
辞
書

、
専
門
用
語
辞
書
、

百
科
辞
書
、
百
科
全
書
な
ど
、
す
べ
て
各
自

で
品
質
基
準
を
持

っ
て

い
る
。

一
つ
の
固
定
的
な
基
準

で
別
種

の
辞
書
を
評
価
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
言
う

(
「論
辞
書
的
客
観
属
性
-

也
談
辞
書
特
性

和
質
量
標
準
」
『武
漢
大
学
学
報
』

一
九
九
四
年
第
四
期
)
。
こ
の
ほ

か
、
魏
世
弟
と
李
爾
鋼

は
八

つ
の
評
価
基
準

を
提
起
し

(「論
辞
書

特
性
与
質
量
標
準
」
『辞
書
研
究
』

一
九
九
〇
年
第
二
期
)、
郷
郵
は

四

つ
の
基
準
を
提
起
し
た

(
「漢
語

語
文
詞

典
質
量
評
信
標
準
試

論
」
『辞
書
研
究
』

一
九
九
三
年
第

二
期
)。

辞
書
の
出
版
品
質
を

い
か
に
保
証
す
る
か
と
い
う
問
題
も
ま
た
、

こ
の
討
論
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

の

一
つ
で
あ

る
。
『辞
書
研
究
』
だ

け
で
も
、
劉
慶
隆

「提
高
辞
書
質
量
的
若
干

設
想
」
(
一
九
八
四
年

第
五
期
)、
左
大
成

「辞
書
出
版
工
作
的
回
顧
与
思
考
」
(
一
九
八
九

年
第

一
期
)、
飽
克
恰

「制
止
辞
書
質
量
滑
披

、
努
力
提
高
辞
書
質
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量
」
(
一
九
九
二
年
第
五
期
)、
王
寧

「辞
書
質
量
縦
横
談
」

(
一
九

九

四
年
第

五
期
)
、
肖
海
波

「提
高
辞
書
質
量
的

一
個
関
鍵
」

(
一
九

九
五
年
第

四
期
)
な
ど
の
論
文
が
発
表
さ
れ
、
李
亜
明
も

「建
立
辞

書
質
量
保
障
体
系
」

(『編
輯
学
報
』
二
0
0
0
年
第
二
期
)
で
す
ば

ら
し
い
提
案
を
出
し
て
い
る
。
ま
と
め
る
と
主
に
以
下

の
数
点
で
あ

る
。
①
辞
書

の
編
纂
出
版
責
任
、
辞
書
の
出
版
管
理
の
マ
ク

ロ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
、
社
会

の
監
督
、
と
い
う
三

つ
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
打
ち
立

て
、
辞
書

の
品
質
保
証

シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ

る

(李
亜
明
)、
②

辞
書
研
究

を
強
化

し
、
理
論
に
よ

っ
て
実
践
を
指
導
す
る

(飽
克

恰

・
劉
慶

隆
)、
③

二

つ
の
部
隊

の
設
立
を
推
進
す
る

(飽
克
恰

・

劉
慶
隆
)
、
④
計
画
性
を
強
化
す
る

(劉
慶
隆

・
王
寧
)、
⑤
辞
書

の

評
論
活
動

を
強
化
す
る

(王
寧

・
劉
慶
隆

・
飽
克
恰
)
、
⑥
立
法
を

強
化

す
る

(左
大
成
)
、
⑦
第

一
次
資
料
を
収
集

し
保
有
す
る

(肖

海
波
)、
⑧
国
家
が
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
編
纂
を
行

っ
た
重
要
な

辞
書

の
編
集
長
と
暫
時
そ
の
職
を
離
れ
て
い
る
主
要
編
纂
者
ら
に
対

し
、
彼
ら

の
編
纂
し
た
辞
書
を
学
術
成
果
と
し
て
認
め
る

(王
寧
)、

⑨
優
良
な
辞
書

の
改
訂
を
強
化
す
る

(王
寧
)
。

ω

品
詞

の
標
記

品
詞
標
記
は
国
語
辞
典

の
編
纂
を
行
う
際
に
提
起
さ
れ
る
理
論
的

問
題

で
あ
り
、
編
纂
と

い
う
行
為
に
よ
り
高
度
な
要
求
を
す
る
も
の

で
あ
る
。
国
語
辞
典

の
編
纂

の
過
程
に
お
い
て
語
に
品
詞
を
付
け
る

の
は
目
新

し
い
こ
と

で
は
な
い
が
、
中
国
語

の
複
雑
さ
と
品
詞
研
究

の
限
界
も
あ
り
、
長
き
に
わ
た
り
語
に
品
詞
を
付
け
る
こ
と
は

一
種

の
理
想
と
さ
れ
て
き
た
。

一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
品
詞
が
標
記
さ

れ
た
国
語
辞
典

の
増
加
や
品
詞
標
記

の
過
程

に
お
け
る
問
題
点
が
明

ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、

こ
の
問
題
に
対
す
る
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ

始
め
た
。

討
論
は
主
に
三
つ
の
方
向
か
ら
行
わ
れ
た
。

一
つ
め
は
、
品
詞
標

記
の
困
難
な
原
因

で
あ
る
。
趙
大
明
は
国
語
辞
典
に
品
詞
を
標
記
す

る
際

に
直
面
す
る
難
点

は
、
主
に
二
つ
あ

る
と
考
え
る
。

一
つ
は

「語
と
語

で
な
い
も

の
の
区
別
、
お
よ
び
語
で
な
い
も
の
に
い
か
に

し

て
品
詞
を
標
記
す

る
か
と
い
う
問
題
」

で
あ
り
、
も
う

一
つ
は

「兼
類
語
か
兼
類
語
で
は
な
い
か
と

い
う
問
題
」
で
あ
る

(「漢
語
語

文
詞
典
標
注
詞
性
的
難
点
」
『辞
書
研
究
』

一
九
九
九
年
第

一
期
)。

郭
鋭
は
、
品
詞
の
標
記
に
は
主

に
以
下
の
問
題

点
が
あ
る
と
指
摘
す

る
。

「
一
部

の
語
は
用
法
が
特
殊
で
、
分
類
が
困
難
で
あ
る
」

「
一
部

の
語
は
使
用
さ
れ
る
構
文

の
要
素
が
確
定
し

に
く

い
」
「
一
部

の
語

は
用
法

が
あ
い
ま

い
で
あ
る
」
「
一
部
の
語

は
同

一
性

の
確
定
が
困

難
で
あ
る
」
な
ど
で
あ
る

(
「語
文
詞
典
的
詞
性
標
注
問
題
」
『中
国

語
文
』

一
九
九
九
年
第

二
期
)。
陸
倹
明
は
、
中
国
語

の
品
詞

の
区

分
は

「現
在

の
と

こ
ろ
ま
だ
学
界
で

一
致
し
た
同
意
や
、
全
員
が
満

足
で
き
る
分
類
案
や
実
行
可
能
な
具
体
基
準

を
得
ら
れ
て
お
ら
ず
」
、

辞
典
に
品
詞
を
標
記
す
る
際
に
直
面
す
る
最
大

の
難
点
で
あ
る
と
し

て
い
る

(
「有
関
詞
性
標
注
的

一
点
意
見
」
『語

言
文
字
応
用
』
二
〇

〇
四
年
第
二
期
)
。
二

つ
め
は
、
形
態
素
は
品
詞
を
明
記
す
る
必
要

が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
で
あ

る
。
王
世
友
は
、

「辞
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書

の
中
で

一
つ
の
漢
字
に
対
し
品
詞
を
標
記
す
る
場
合
、
必
ず
音
節

と

一
音
節

の
形
態
素
を
明
確
に
区
別
し
、
形
態
素
と
語
を
明
確
に
区

別
す
る
こ
と
を
基
礎
と
す
べ
き

で
あ
る
」
と
主
張
し
た

(
「現
代
漢

語
字
典
標
注
詞
性
的
幾
個
基
本

問
題
」
『辞
書
研
究
』
二
〇
〇

一
年

第

四
期
)
。
趙
大
明
は

一
つ

一
つ
の
形
態
素

の
、
各
々
の
語
義
解
釈

す
べ
て
に
語
法
の
属
性
を
記
し
、
単
独
で
用
い
ら
れ
る
形
態
素
に
付

け
ら
れ
る
も
の
が
品
詞
で
あ
り
、
単
独
で
用
い
ら
れ
な
い
形
態
素
に

付
け
ら
れ
る
も
の
が
形
態
素

の
属
性
で
あ
る
と
考
え
た

(実
際
に
は

主
に
名
詞

・
動
詞

・
形
容
詞

の
三
種
類
で
あ
る
)
(
「漢
語
語
文
詞
典

標
注
詞
性
的
難
点
」
『辞
書
研
究
』

一
九
九
九
年
第

一
期
)。
蘇
宝
栄

は
形
態
素

に
品
詞
を
標
記
す

る
こ
と
に
同
意
す
る
。

「国
語
辞
典
に

お

い
て
形
態
素
と
語

の
効
能
を
注
意
深
く
区
別
す
る
こ
と
は
必
要

で
、
し
か
も
適
切
な
方
法

で
も

っ
て
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
も
し
間
違
い
を
恐
れ
て
、

一
音
節

の
形
態
素
の
品
詞
標
記
を

取
り
消
す

べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
十
分
検
討

さ
れ
る
余
地
が
あ
る
」。
彼

は
ま
た
こ
の
よ
う
に
考
え
る
。
「実
際
中

国
語

の
国
語
辞
典
で
、
単
独

で
は
語
を
形
成
し
な
い
形
態
素
に
付
け

ら
れ
る
品
詞
も
ま
た

"拡
大
"
さ
れ
た

"
品
詞
"
で
あ
り
、

こ
う

い
っ
た

"品
詞
"
標
記
は
形
態
素
が
語
を
構
成
し
た
後
の
文
法
の
効

能
を
説
明

で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
主

に
そ
の

"内
部
関
係
"
と

"組
み
合
わ
せ
の
効
能
"
を
説
明
す
る
も

の
だ
が
、
し
か
し
複
合
語

の
語
義
を

理
解
す
る
に
は
非
常

に
重
要

で
あ
る

(
「詞
性
標
注
与

"詞
性
"
術
語
的

"汎
化
"
」
『辞
書
研
究
』

二
〇
〇
六
年
第
三
期
)。

三

つ
め
に
、
兼
類
語
を
い
か
に
処
理
す
る
か

と
い
う
問
題
で
あ
る
。

陸
丙
甫

は
こ
の
よ
う
に
考
え
る
。

「基
本
語
義

が
同
じ
で
名
詞
と
動

詞
の
両
方
の
性
質
を
兼
有
す
る
語
は
か
な
り
多

く
、
項
目
が
不
必
要

に
増
加
す

る
の
を
避
け
る
た
め
、
"名
動
詞
"
と

い
う
分
類
を
設
け

る
。
た
だ
し
基
本
語
義
が
同
じ
で
名
詞

・
形
容

詞
の
性
質
を
兼
有
す

る
も
の
は
非
常
に
少
な
く
、
少
数

の
特
例
に
対

し

"名
形
詞
"
と

い

う
分
類
は
設
け
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
語

は
各
々

処
理
し
、
二
つ
の
語

に
分
け
名
詞
と
形
容
詞

に
そ
れ
ぞ
れ
分
類
す
る

の
が
よ

い
で
あ
ろ
う
」
(
「詞
性
標
注
問
題
両

則
」
『辞
書
研
究
』

一

九
八
三
年
第
五
期
)。
董
秀
芳

の
意
見
は
陸
丙
甫
と
異
な
る
。

「
一
つ

の
分
類

の
中

で
ご
く

一
部

の
み
他

の
分
類
と
重
な
る
部
分
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
兼
類
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
」

(
「従
謂
詞
到

体
詞
的
転
化
-

談
漢
語
詞
典
標
注
詞
性
的
必
要
性
」
『
辞
書
研

究
』

一
九
八
三
年
第
五
期
)
。
李
爾
鋼
は
、

「辞
典
は
語
義
解
釈

の
項

目
や
品
詞
に
特
殊
な
標
記
を
す
る
こ
と
で
ど
れ
が
兼
類
詞
で
あ
る
か

い
ち
い
ち
読
者

に
示
す
必
要
は
な

い
」
と
考

え
る

(
「兼
類
詞
的
義

項
設
置
和
詞
性
標
注
問
題
」
『辞
書
研
究
』
二
〇
〇
六
年
第
三
期
)
。

こ
の
討
論

で
は

一
致
し
た
認
識
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
何
名
か

の
学
者

ら
が
非
常

に
価
値
あ
る
意
見
を
提
起

し
た
。
例
え
ば
郭
鋭

は
、
現
代
中
国
語
は
異
な
る
階
層

の
要
素
か

ら
構
成
さ
れ
る
と
考

え
、

「最
良

の
処
理
方
法
は
異
な
る
階
層

の
要
素
を
す

べ
て
認
め
、

か

つ
そ
の
属
す
る
階
層
を
明
ら
か
に
す
る
」

こ
と
で
あ
る
と
考
え

る
。
彼
は
辞
典
に
品
詞
を
標
記
す
る
際
、
以
下

の
点
に
注
意
が
必
要
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だ
と
い
う
。

「全
体
を
考
慮
し
、
調
和
の
と
れ
た
品
詞
体
系
を
確
立

す
る
」
「
意
義
で
は
な
く
明
確
な
文
法

の
効
能
を
区
分

の
基
準
と
す

る
」
「兼

類
語
の
処
理
は
全
体
を
通
し
て
考
慮
し
、
統

一
し
た
処
理

を
行
う

べ
き
で
あ
る
」

(「語
文
詞
典
的
詞
性
標
注
問
題
」
『
中
国
語

文
』

一
九

九
九
年
第

二
期
)
。
董
秀
芳

は
、
辞
典
に
品
詞
を
標
記
す

る
際
、

で
き
る
限
り
仔
細

に
付
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
。
例
え

ば
、
動
詞
は
他
動
詞
と
自
動
詞
の
小
分
類
を
考
慮
し
、
名
詞
と

い
う

大
分
類
の
も
と
で
は
時
間
詞
と
方
位
詞
を
単
独
で
標
記
す
る
よ
う
考

慮
す
る
な
ど
、
辞
典
の
中
の
句

に
対
し
特
殊
な
標
示
を

つ
け
る
こ
と

が
で
き
る

(「従
謂
詞
到
体
詞
的
転
化

談
漢
語
詞
典
標
注
詞
性

的
必
要
性
」
『辞
書
研
究

』

一
九
九
九
年
第

一
期
)
。
李
紅
印
は
、

「品
詞
の
標
記
は

"項
"

に
よ

っ
て
す
べ
き
で
あ
り
」
「標
記
さ
れ
た

品
詞
は
釈
義
や
配
列
が

一
致
す
べ
き

で
、
三

つ
が
合
わ
さ

っ
て
語

の

文
法
効
能

が
示
さ
れ
る
」
と
考
え
る
。
馬
彪
と
郷
紹
華
は
、
品
詞
を

判
断
し
に
く

い
語
に
対

し
て
、
「統
計

の
結
果

に
よ
っ
て
基
準
を

つ

く
り
、
品
詞
標
記

の
問
題
を
解
決
す
る
」

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

(「如
何
解

決
辞
書
中
詞
性
標
注
的
分
岐
」
『語
言
文
字
応
用
』
二
〇

〇
二
年
第

三
期
)。

⑤

工
具
書
学
確
立

に
関
す
る
問
題

"
工
具
書
学
"
の
提
起
は

"辞
書
学
"
よ
り
も
早
く
に
起

こ
っ
た

よ
う
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
鳴
り
を
ひ
そ
め
て
い
た
。

一
九
八
〇
年

代
初
頭
、
辞
書
学

の
学
問
的
性
質
や
そ
の
地
位
に
つ
い
て
討
論
が
始

ま
る
と
、
工
具
書
学
を
確
立
し
よ
う
と
い
う
声
が
再
度
起

こ
っ
て
き

た
。
論
者

の
身
分
と
い
う
点
で
見
る
と
、
工
具
書
学

の
確
立
を
主
張

し
て
い
る
の
は
大
多
数
が
図
書
館
界
の
学
者
ら
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は

主
に

一
九
八
〇
年
代
に
集
中
し
て
こ
の
問
題

に
つ
い
て
討
論
し
、

の

ち
に
ご
く

一
部
の
学
者

の
み
が
こ
の
問
題
に

つ
い
て
再
度
提
起
し
た

ムフ

　

の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
工
具
書
学
は
、
「各
種

の
工
具
書
を
総
合
的
に
研
究
す

る
学
問
」
で
あ
る

(戴
克
喩

・
夏
発
奎
ら

に
よ
る

「工
具
書
学
初

探
」
中

『
四
川
図
書
館
学
報
』

一
九
八
二
年

第

一
期
)
。
そ
の
研
究

対
象
は

「各
種
工
具
書

の
生
産

・
発
展

・
編

集

・
管
理

・
使
用
に
関

す
る
共
通

の
規
律
と
使
用
方
法
」
(同
前
)

で
、
そ
の
内
容
は
非
常

に
広
範
囲
に
わ
た
り
、
「そ
れ
は
す

で
に
確

立
さ
れ
た
、
ま
た
現
在

確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
目
録
学

・
索
引
学

・
辞
書
学

・
要
録
学

・
年
鑑

学
な
ど
を
含
む
、
図
書
館
学

・
情
報
学

・
文
献
学

・
言
語
文
字
学

・

編
纂
出
版
学

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
応
用
学
等

々
の
学
科

(あ
る
い
は

そ
の
分
科
)
が
互

い
に
交
じ
り
合

い
組

み
合

わ
さ
れ
て
形
成
さ
れ
た

新
興

の
学
問

で
あ
る
」
(董
乃
強

「関
於
建

立
工
具
書
学
的
幾
個
問

題
」
『辞
書
研
究
』

一
九
九
七
年
第
四
期
)
。
後
に
、
肖
宏
発
は
先
人

の
考
え
を
ま
と
め
、

「工
具
書
学
学
科
結
構

体
系
」
を
作
成
し
た
。

そ
の
内
容
は
非
常

に
豊
富

で
、
社
会
科
学
研
究

の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

分
野
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
い
る

(「工
具
書
学
的
建
立
」
『図
書
館
界
』

二
〇
〇
二
年
第
三
期
)。
肖
氏

の
観
点

は
先

人
の
観
点

の
総
括

で
あ

り
、
工
具
書
学

の
代
表
的
な
主
張
で
あ
る
と
言
え
る
。

初
期

の
工
具
書
学
の
定
義
や
研
究
対
象
と

い
う
点
か
ら
見
る
と
、
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工
具
書
学

は
辞
書
学
に
相
似
し
て
い
る
が
、
た
だ
範
囲
は
さ
ら
に
広

い
。
後
に
学
者
が
確
定
し
た
工
具
書
学
の
研
究
範
囲
か
ら
見

て
も
や

は
り
辞
書

学
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
辞
書
学
は
そ

の
中

の
ご

く

一
部

の
分
類
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
工
具
書
学
が
本
当
に

後
者
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
先
し
ば
ら

く
の
間
、

工
具
書
学
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
し
、
将
来

に
お
い
て
も
確
立
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら

一
つ
の

学
問
が
形

成
さ
れ
確
立
す
る
に
は
、
大
量
で
確
実
な
研
究
に
よ
る
基

礎
が
必
要

だ
が
、
現
在

一
部

の
学
者
が
主
張
す
る
工
具
書
学
は

一
種

ム　
　

の
理
論
上

の
仮
説
に
す
ぎ
ず
、
多
く

の
基
礎
的
研
究
は
ま
だ
な
さ
れ

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

⑥

辞
書
学

の
学
問
的
地
位
と
そ
の
性
質

『辞
書
研
究
』
創
刊
号
の

「発
刊
詞
」
の
中
に
こ
う
あ
る
。
「辞
書

学
は

一
つ
の
学
問
と
し
て
、
わ
が
国
で
は
ま
だ
育
成
過
程
に
あ
る
」。

こ
れ
は

一
九
八
〇
年
代
後
期
か
ら

一
九
九
〇
年
代
初
期
に
お
い
て
、

辞
書
学
の
学
問
的
地
位
や
そ
の
性
質
に
つ
い
て
研
究
を
深
め
る
に
あ

た
っ
て
の
伏
線
と
な

っ
た
。

辞
書
学

の
学
問
的
地
位
に
対
す
る
認
識

に
関
し
て
、
主
に
以
下
の

観
点
が
あ

る
。

一
つ
め
は
、
辞
書
学
は

一
つ
の
独
立
し
た
学
問
で
あ

る
、
と

い
う
認
識

で
あ
る
。
胡
明
揚
ら
の
考
え
に
よ
る
と
、
初
期
の

辞
典
学
は
言
語
学

の
枝
分
か
れ
に
す
ぎ
ず
、
「し
か
し
現
代

の
辞
典

編
纂
は
す

で
に
国
語
辞
典
に
限
定
さ
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
辞
典
が
相

次
い
で
出

さ
れ
て
お
り
、
辞
典
学
は
言
語
学
か
ら
離
脱
し

一
つ
の
独

立
し
た
学
問
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
」

(『詞
典
学
概
論
』
)。
徐

慶
凱
は
以
下

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「『辞
書

研
究
』

の
創
刊
は
、

わ
が
国
に
お
い
て
辞
書
学
が
言
語
学
か
ら
分
化

し
、
独
立
し
た
道
を

歩
み
始
め
た

こ
と
を

一
つ
の
重
要
な
側
面
か
ら
表
し
て
い
る
」
(
「論

辞
書
学
的
独
立
性
」
『辞
書
研
究
』

一
九
八
九
年
第

二
期
)
。
徐
時
儀

も
ま
た
、
辞
書
学
は

「言
語
学
の
中
か
ら
枝
分

か
れ
し
て
確
立
さ
れ

た
、

一
つ
の
独
立
し
た
新
興
学
問
で
あ
り
、
歴
史
的
な
必
然
性
が
あ

る
」
と
考
え
る

(「辞
書
学
学
科
地
位
考
探
」

『辞
書
研
究
』

一
九
九

〇
年
第
五
期
)。
陸
嘉
埼
も
ま
た
同
様
の
見
解

で
あ
る

(「従
辞
書
学

的
研
究
内
容
看
官
的
学
科
地
位
」
『辞
書
研
究

』

一
九
九

一
年
第
三

期
)。

徐
祖
友
は
、
辞
書
学
は
今
の
と

こ
ろ
独
立

し
た
学
問
で
は
な
い
と

考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
専
門
用
語
辞
典
学
や
百
科
全
書
学
が
ま
だ
独
立

し
て
お
ら
ず
、

「体
系
を
な
し
、
ま
た
国
語
辞
典
に
比
肩
し
得
る
独

立
し
た
専
門
用
語
辞
典
学
や
百
科
全
書
学
が
誕

生
し
て
初
め
て
、
辞

書
学
が
独
立
す
る
日

で
あ
る
と
言
え
る
」
(
「辞
書
学
的
今
天
和
明

天
」
『辞
書
研
究
』

一
九
九

一
年
第
二
期
)。

辞
書
学

の
学
問
的
性
質
に
関
し
て
、
あ
る
学

者
は
、
辞
書
学
は
交

叉
学
問
で
あ

る
と
考
え
る
。
曹
聡
孫

は
こ
の
よ
う
に
指
摘
す

る
。

「伝
統
的
な
辞
典
学
は
言
語
学
の

一
つ
の
分
科

で
あ
る
。
現
代

の
辞

典
学
は
知
識
工
学

の
下
位
学
科
と
し
て
発
展

す
る
可
能
性
も
あ
る
。

私
は
、
現
代

に
お
け
る
辞
典
学
そ
の
も
の
が

一
つ
の
明
ら
か
な
特
色

を
持

つ
交
叉
学
問
で
あ
る
と
考
え
る
」
(
「詞

典
学
是

一
門
交
叉
学

中国語辞書研究の回顧 と展望g3



科
」
『辞
書
研
究
』

一
九
九
〇
年
第
四
期
)
。
蘇
宝
栄
は
狭
義
の
辞
書

学

は

「依

然
言
語
学
の
分
科

に
属
す
る
」
と
し
、
広
義

の
辞
書
学
は

「総
合
的

・
学
際
的

・
実
用
的
な
学
問

で
あ
り
、
文
化
学
の
領
域
に

属
す
る
」

と
し
て
い
る

(
「辞
書
学
的
広
義
与
狭
義
」
『辞
書
研
究
』

一
九
九
〇
年
第
四
期
)。

以
上
が
辞
書
学

の
性
質

に
対
す
る
認
識
で
あ
り
、
他
に
も
多
く
の

学
者
が

"辞
典
学
"
の
学
問
的
性
質

に
関

し
て
意
見
を
述

べ
て

い

る
。
そ

の
中
で
、
黄
建
華

・
楊
祖
希
は
、
辞
典
学
は
言
語
学
の
分
科

で
あ
る

と
考

え
る

(黄
建
華

『
詞
典
論
』、
楊
祖
希

「
詞
典
学
試

論
」
『辞

書
研
究
』

一
九
七
九
年
第

一
期
)。
王
徳
春
は
、
「辞
典
学

は
応
用
学

問
で
あ
り
、
交
叉
学
問
や
総
合
学
問

で
は
な
い
」
と
考
え

る

(
「詞
典
学
是
応
用
語
言
学
的
重
要
分
科
」
『辞
書
研
究
』

一
九
九

一
年
第

一
期
)
。
鄭
述
譜
は
、
「辞
典
学
は
理
論
学
と
応
用
学
の
両
方

の
特
性
を

兼
ね
備
え
て
い
る
」
と
述

べ
て
い
る

(
「語
義
学
与
詞
典

編
纂
」
『
辞
書
研
究
』

一
九
八
七
年
第
五
期
)。

学
者
ら

の
意
見
を
総
合
す
る
と
、
現
在
以
下

の
よ
う
な
傾
向
に
あ

る
。
初
期

の
辞
典
学
は
主
に
国
語
辞
典
の
編
纂
お
よ
び
そ
れ
に
関
係

す

る
理
論

の
研
究

で
あ
り
、
言
語
学
と

の
関
係
は
か
な
り
密
接

で

あ

っ
た
が
、
現
在
の
辞
書
学
は
専
門
用
語
辞
典
や
百
科
全
書

の
研
究

も
含
ま
れ
、
そ
れ
は
す

で
に
言
語
学
の
研
究
範
囲
を
超
え
て
い
る
。

ω

辞
書

の
特
性

い
わ
ゆ
る
辞
書
の
特
性
と
は
、
主
と
し
て
辞
書
と

一
般
書
籍
と
の

区
別
を
指

す
。
こ
れ
も
ま
た
こ
の
時
期
に
討
論

の
行
わ
れ
た
重
要
な

問
題
で
あ
る
。

一
九
五
八
年
、
『辞
海
』
の
改
訂

の
過
程
に
お
い
て
、

「政
治
性

・

科
学
性

・
通
俗
性
」
と

「正
面
性

・
知
識
性

・
安
定
性
」
と

い
っ
た

項
目
が
編
纂

の
原
則
と
し
て
提
起
さ
れ
た
。

一
九
七
九
年
、
『辞
書

研
究
』

の
創
刊
号
の
中
で

"六

つ
の
性
質
"
が
辞
書

の
品
質
の
鍵
と

な
る
、
と
は

っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る

(
「堅
持

"六
性
"
、
保
証
質

量
」
)。
同
年
第
二
期
に
は
、
『辞
海
』

の
特
性

を
論
じ
た
五
篇
の
文

章
が
発
表
さ
れ
た
。
巣
峰
の

「試
論
辞
書
的
政
治
性
1

『辞
海
』

編
輯
体
会
」
、
池
哲

の

「辞
典
要
有
簡
明
性
」
、
漏
英
子
の

「談
辞
書

的
穏
定
性
」
、
徐
慶
凱

の

「堅
持
辞
書
的
科
学
性
」
、
楊
祖
希
の

「知

識
性
-

辞
書
的
中
心
」
で
あ
る
。
後

の
数

年

の
う
ち
に
、
政
治

性

・
科
学
性

・
知
識
性

・
安
定
性

・
簡
明
性

(略
称

"
五
性
")
が

一
般
書
籍
と
辞
書
を
区
別
す
る
特
性
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に

ム　
　

な

っ
た
。

一
九
八
二
年
、
胡
明
揚
ら
が

『詞
典
学
概
論
』
の
中

で
、
辞
典

の

"
三

つ
の
基
本
的
条
件
"
す
な
わ
ち
知
識
性

・
科
学
性

・
実

用
性

(略
称

"
三
性
"
)
を
提
起
し
た
。
後

に
陳
柄

這
は

『
辞
書
概
要
』

(
一
九
八
五
年
)
の
中
で
辞
書

の
四

つ
の

一
般
準
則
、
す
な
わ
ち
科

学
性

・
知
識
性

・
安
定
性

・
実
用
性
を
提
起

し
た
。

"六
性
"
と

"三

つ
の
基
本
的
条
件
"
お
よ
び
四

つ
の

"
一
般
準

則
"
は
表
面
的
に
は
直
接
関
係
が
な
い
よ
う

に
見
え
る
が
、
そ
の
内

容
は
非
常

に

一
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
述

べ
ら
れ
て
い
る
の
は
ど

れ
も
辞
書
と

一
般
書
籍
と
を
区
別
す
る
特
徴

で
あ
る
。
こ
の
三

つ
提
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起

の
相
違
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
が
引
き
起

こ
さ
れ
た
。

一
九

八
七
年
、
黄
建
華
は

『詞
典
論
』
の
中
で
ま
ず
、
胡
明
揚
ら
が

"三

性
"
を
辞
典
の

"基
本
的
条
件
"
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
疑
問
を
投

げ
か
け
た
。
彼
は
こ
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
「
こ
の
提
起

は
な
る

ほ
ど
す
ば
ら
し
い
が
、
し
か
し
辞
書
以
外

の
工
具
書
に
対
し
て
も
同

様
に

"
三
性
"
を
条
件

と
す

る
こ
と
が

で
き
る
。
教
科
書

も

"
三

性
"
が
必
要

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
"三
性
"
は

辞
典
の
み
に
属
す
る
も
の
で
は
な
く
、
辞
典
の
特
性
で
あ
る
と
は
言

え
な
い
」
。

こ
の
時
よ
り
、
辞
書
学
界

で
辞
書

の
特
性

に
関
す
る
討

論
が
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
、
『辞
書
研
究
』
第
二
期
に
発
表
さ
れ
た
魏
世
弟

・

李
爾
鋼
の

「辞
書
特
性
和
質
量
標
準
」

に
お
い
て
、
"五
性
"
あ
る

い
は

"三
性
"
は

「ど
ち
ら
も

一
冊
の
辞
書
が
高
品
質

で
あ
る
前
提

の
も
と
で

の

一
つ
の
評
価

の
基
準
」

で
し
か
な
く
、

「辞
書

の

"
基

本
的
条
件

"
や

"本
質

の
属
性
"
で
は
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
彼
ら

は

「疑
問
を
解
く
参
考
と
な
る
特
性
」
「知
識

の
集
約
的

特
性
」

「配
列
検
索

の
特
性
」

こ
そ
が
辞
書

の
特
性

で
あ
る
と
考

ム
リ
　

え
る
。
二
年
後
、
林
玉
山
は

『辞
書
研
究
』

一
九
九
二
年
第

一
期

に

お

い
て

「関
於
辞
書
性
質
的
思
考
」
を
発
表
し
、
魏

・
李
両
名

の

"
辞
書
の
特
性
"
と

"辞
書

の
品
質
基
準
"
を
分
け
る
方
法

に
反
対

の
意
を
唱
え
た
。
彼
は
、

二
つ
は

「呼
称
の
相
違
に
す
ぎ
ず
、
そ
の

本
質
は
同

じ
で
あ
る
」
と
考
え
、
辞
書

の
性
質
を

"
一
般
性
質
"
と

"特
殊
性

質
"

に
分
け
、

一
般
性
質
は
知
識
性

・
科
学
性

・
簡
明

性

・
実
用
性
を
含
み
、
特
殊
性
質

は
安
定
性

・
検
索
性

・
格
型
性

・

典
範
性
を
含
む
と
し
た
。

一
九
九
四
年
、
黄
孝
徳
は
辞
書
と

一
般
書
籍
、
あ
る
い
は
辞
書
と

一
般
工
具
書
と
を
比
較
す
る
と
い
う
角
度
か
ら
辞
書

の
属
性
を
三
つ

に
分
け
た
。
彼
は
、
以
下

の
よ
う
に
考
え
る
。
知
識
性
や
科
学
性
、

思
想
性
は
辞
書
と
普
通

の
書
籍
が
共

に
有
す

る
本
質
的
属
性

で
あ

り
、
備
査
性
や
概
括
性
、
安
定
性
、
便
捷
性

は
辞
書
と

一
般
工
具
書

が
共
に
有
す
る
本
質
的
属
性

で
あ
る
。
そ
し
て
典
範
性
や
条
目
性
が

辞
書

の
み
が
有
す
る
本
質
的
属
性

で
あ
る

(
「論
辞
書
的
客
観
属
性

-

也
談
辞
書
特
性
和
質
量
標
準
」
『武
漢
大
学
学
報
』

一
九
九
四

年
第
四
期
)。

一
九
九
六
年
、
徐
慶
凱
は
魏
世
弟
や
李
爾
鋼
、
黄
孝
徳
ら
の
考
え

を
ふ
ま
え
、
属
性

・
特
有
属
性

・
本
質
的
属
性

の
三

つ
の
概
念
を
厳

格
に
区
分
す
る
よ
う
主
張
し
、

「特
有
属
性

は
属
性

の

一
種

で
、
本

質
的
属
性
は
特
有
属
性
の

一
種

で
あ
る
」
と
考
え
た
。
ま
た
こ
れ
を

基
礎
と
し
て
辞
典
の
三

つ
の
特
性
を
提
起

し
た
。

一
つ
め
は
、

コ

定
範
囲
内
の
語
句
を
集
め
注
釈
の
対
象
と
す

る
」
。
二
つ
め
に
、
「語

句
の
注
釈
を
通
じ

て
読
者

の
そ

の
語
句
に
対

す
る
疑
問
を
解
決
す

る
」。
三

つ
め
が
、

「そ
れ
ぞ
れ
の
語
句
と
そ

の
注
釈
を
単
位
と
し
て

一
つ

一
つ
配
列
し
、
読
者

の
検
索

の
便
を
図

る
」
。
以
上
三

つ
の
特

性
の
中
で
、
「第
二
の
特
性
が
意
義
を
決
定
す

る
も
の
」
で
、
「辞
典

の
本
質
的
特
性
」

で
あ
る
と
し
て
い
る

(
「詞
典
的
特
有
属
性
和
本

質
属
性
」
『辞
書
研
究
』

一
九
九
六
年
第

一
期

)。

中国語辞書研究の回顧と展望g5



後

に
、
楊
正
業
は
完
壁
な
辞
書
に
は
次

の
二
つ
の
大
き
な
特
性
が

備
わ

っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

「
一
つ
は
検
索
性

で
、
辞
書
は
調

べ

る
も
の

で
あ

っ
て
読
む
も
の
で
は
な

い
」
「も
う

一
つ
は
条
目
性

で

あ
る
。
い
か
な
る
学
問
の
知
識
も
、
辞
典

の
中
で
は
す
べ
て

一
つ

一

つ
の
項
目

に
分
け
ら
れ
た
上
で

一
定

の
方
式
に
よ

っ
て
配
列
さ
れ
て

い
る
」
(
「中
国
-

辞
典
的
源
」
『
四
川
師
範
学
院
学
報
』
二
〇
〇

一
年
第
三
期
)。

以
上
辞
書

の
特
性
を
総
括
し
た
文
章
以
外
に
も
、
学
者
ら
に
よ
っ

て
辞
書
が
あ
る
種
の
属
性
を
持

つ
か
否
か
と
い
う
討
論
が
行
わ
れ
て

い
る
。
例

え
ば
、
辞
書

に
お
け
る
政
治
性
な
ど
で
あ

る
。
宋
芳
彦

は
、
政
治
性
は
辞
書

の
編
纂
法
則
で
は
な
い
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら

「辞
書

の
編
纂

に
含
ま
れ
る
の
は
主
に
語

の
収
集
、
釈
義
と
列
挙
と

い
う
三

つ
の
作
業
で
あ
る
。

一
般
的
に
、
こ
の
三

つ
の
作
業

は
ど
れ

も
政
治
的
観
点
の
制
約
を
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。

「政
治
性

を
編
纂

の
法
則
と
す
る
こ
と
は
、
辞
書

の
品
質

に
稗
益
す

る
ど

こ
ろ

か
損
害
を
与
え
る
の
み
で
あ
る
」

(「政
治
性
不
是
辞
書
的

編
纂
規
律

」
『斎
魯
学
刊
』

一
九
八
六
年
第
六
期
)。
徐
慶
凱
は
し
か

し
、
辞
書

編
纂
は
政
治
性
を
十
分
考
慮

に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。
な
ぜ
な
ら

「政
治
性
は
、
辞
書

の
品
質
と
、
社
会
に
お
け
る

効
果
と
利
益
を
評
価
す
る
最
も
重
要
な
基
準

で
あ
る
」
か
ら

で
、

「政
治
的

に
き
ち
ん
と
チ

ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
は
、
当
然
辞
書
編
纂

に
従
事
す

る
も

の
に
と

っ
て
最
も
重
要
な
任
務
と
な
る
」
。
彼
は
こ

う
主
張
す

る
。
「辞
書

を
編
纂
す
る
各

々
の
部
分

の
中
で
、
語

の
選

択
や
釈
義
、
配
列
と
い
う
三

つ
の
部
分
す
べ
て
に
お
い
て
、
注
意
深

く
政
治
的
な
チ

ェ
ッ
ク
を
行
う

べ
き
で
あ

る
」
(「把
好
政
治
関
」

『辞
書
研
究
』

一
九
九
二
年
第
三
期
)。

㈲

剰
窃
と
参
考
と
の
区
別

こ
の
問
題

に
対
す
る
討
論
は

一
九
九
〇
年

代
に
集
中
し
て
お
り
、

主
に
王
同
億
事
件
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
。

一
九
九
三
年

=

月
広
州
で
開
催
さ
れ
た

「中
国
辞
書
学
会
第

一
回
年
会
お
よ
び
第
四

回
全
国
辞
書
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と

一
九
九

四
年

一
一
月
に
上
海
で

開
催
さ
れ
た

「中
国
辞
書
学
会
辞
書
理
論
と
辞
書
史
専
門
委
員
会
成

立
大
会
お
よ
び
第

一
回
学
術

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
は
と
も
に
こ
の
問

題
を
主
要
な
討
論
の
内
容
と
し
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
対
し
意
見
を
発
表
す
る
学
者

は
大
変
多
く
、
そ
の
中

で
も

『
辞
書
研
究
』

に
論
文
を
発
表
し
た
学

者
は
、
徐
成
志

(「堅

持
辞
書
編
纂
中
的
実
践
論
-

兼
駁

"共
識
説
"」

一
九
九
五
年
第

三
期
)
、
符
准
青

(
「略
論
詞
典
釈
義
中
的
敬
称
和
抄
襲
」

一
九
九
五

年
第
三
期
、
「抄
襲
和
借
鑑
」

一
九
九
五
年

第
六
期
)
、
王
寧

(「簡

論
辞
書
的
創
造
性
及
其
著
作
権
ー

駁

"共
識
"
論
与

"共
同
精
神

財
富
"
論
」

一
九
九
七
年
第
三
期
)
、
蘇
宝
栄

(
「認
清
辞
書
編
纂
工

作
性
質
、
劃
清
借
鑑
与
抄
襲
的
界
限
」

一
九
九
七
年
第

四
期
)、
王

徳
春

(「編
詞
典
要
多

一
点
創
造
性
」

一
九
九
七
年
第
四
期
)、
周
薦

(「詞
典
釈
義
、
出
処
遡
源
和
引
例
的
借
鑑
与
抄
襲
的
分
野
翻
議
」

一

九
九
八
年
第
二
期
)
が
代
表
的
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
そ
の
他

の

刊
行
物

の
中
で
論
文
が
発
表

さ
れ
て
い
る
。
劉
和
平

(
「巧
言
令
色
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鮮
以
仁

評
王
同
億
的

"共
識
"
説
」
『
中
国
図
書
評
論
』

一
九

九
四
年
第

二
期
)
な
ど
で
あ
る
。
劉
和
平
と
王
寧

は
語
義
と
語
義
の

解
釈
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
語
義

の
解
釈
を
語

義
と
見
な
す

"共
識
説
"
に
対

し
て
反
駁
を
行

っ
た
。
劉
和
平

は
以

下

の
よ
う

に
指
摘
す
る
。

「語

の
本
来

の
意
味
の
理
解
に
対
し
て
は

お
そ
ら
く

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
存
在
す
る
が
、
語
句
を
解
釈
す
る
そ
の

言
葉
は
、
解
釈
を
行
う
作
者
の
精
神

の
産
物
で
あ
る
。
も
し
王
同
億

氏

の
よ
う

に
故
意
に

"共
識
"
と

"共
識
の
説
明
"
を
混
交
し
是
非

を
あ
い
ま

い
に
し
て
し
ま
う
と
、
偉
大
な
作
家

の
偉
大
な
作
品
も
著

作
権
法
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ず
、
堂
々
と
剰
窃

で
き
る
と

い
う
こ
と

に
な

っ
て
し
ま
う
」。
周
薦

は
釈
義
の
類
型
や
語
句

の
出

典

の
根
源

、
例
文
な
ど
か
ら
参

考
と
剰
窃

に
対

す
る
弁
別
を
行

っ

た
。
例
え
ぼ
例
文
に
関
し
て
、
彼
は
こ
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
例
文

は

「
一
般
的

に
は
参
考
に
す
る
、
し
な
い
と
い
っ
た
問
題
は
存
在
し

な

い
。
な
ぜ
な
ら
文
献
中
の
例
文
は
も
と
よ
り
捜
し
出
す
こ
と
は
困

難
だ
が
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
こ
の

一
例
の
み
と
い
う
状
況
は
決

し
て
な
く
、
全
力
を
尽
く
し
て
捜
し
求
め
る
べ
き
で
あ
る

(ま
た
そ

う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
)」。
討
論
を
通
じ
て
、
学
者
ら
は
こ
の
よ

う
に
考
え

る
。
辞
書
は
学
術
論
著
や
文
芸
作
品
と
性
質
を
同
じ
く
す

る
も
の
で

は
な
い
が
、
辞
書
も
ま
た
編
纂
物
と
し
て
同
様
に
剰
窃

の

問
題
を
抱

え
て
お
り
、
"
共
識
"
を
剰
窃

の
言
い
訳
と
す
る
こ
と
は

あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。

口

存
在
す
る
問
題

改
革
開
放
後
三
〇
年

で
わ
が
国
の
編
纂
と
辞
書
理
論
研
究
が
得
た

成
果
は
非
常
に
際
立

っ
て
い
る
が
、
し
か
し
問
題
も
少
な
く
な
い
。

主
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

1

深
刻
な
辞
書
の
粗
製
乱
造
や
刹
窃

こ
の
よ
う
な
事
態
は
主
に

一
九
八
〇
年
代

半
ば
以
降

に
始
ま
り
、

そ
れ
を
言

い
表
す
表
現
も
多
様
で
あ
る
。

で
た
ら
め
に
編
集
し
乱
造

し
て
い
る
と
か
、
剰
窃
し
た
も
の
で
あ
る
と
か
、
ま
た
世
間
を
騙
し

て
名
誉
を
盗
む
、
な
ど
と
言
わ
れ
、
飽
克
恰

は
こ
の
時
期
の
辞
書
出

版
を

「数

が
多
く
氾
濫
し
て
い
る
」
と
形
容

し
て
い
る

(
「制
止
辞

書
質
量
滑
披
、
努
力
提
高
辞
書
質
量
」
『辞
書

研
究
』

一
九
九
二
年

第
五
期
)
。

ω

粗
製
乱
造
現
象

粗
製
乱
造

は
主
に
語
の
収
録
と
釈
義
に
お

い
て
表
れ
る
。
辞
書
の

中
に
は
語

の
収
録
に
対
し
て
の
審
査
が
甘
く
、
収
録
す
べ
き
語
を
収

録
せ
ず
、
逆

に
収
録
す
べ
き
で
な
い
語
を
収
録
し
て
い
る
も
の
が
あ

る
。
例
え
ば
あ
る
国
語
辞
典
に
は

"
一
本
の
筆
"
や

"
一
冊
の
本
"

な
ど
と

い
っ
た
区
切
り
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
語

の
収
録
に
比
べ
釈

義

に
お
け
る
問
題
は
さ
ら
に
多
く
、
解
釈
が
簡
単
す
ぎ
た
り
、
大
局

的
で
な
か

っ
た
り
、
意
味
の
区
分
が
不
適
当

で
あ
る
な
ど
と

い
っ
た

問
題
が
散
見
さ
れ
る
。
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②

大
量
の
剰
窃

辞
書

の
編
纂
に
お
け
る
剰
窃
で
最
も
典
型
的
な
も
の
は

"
王
同
億

事
件
"

で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
か
ら
、
王
同
億
は
前
後
し
て

『語
言
大
典
』
『現

代
漢
語
大
辞
典
』
『
新
現
代
漢
語
詞
典
』
な
ど
数
点
の
大
型
辞
書
を

編
集
し

た
が
、
そ
の
中

の

「『新
現
代
漢
語
詞
典
』
は

『
現
代
漢
語

詞
典
』
お
よ
び
そ
の
補
編
と

『古
今
漢
語
実
用
詞
典
』
を
六
五
%
以

上
も
写
し
取

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て

『語
言
大
典
』

の
中

の

成
語
は
全
部

で
五
千
項
弱
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
う
ち
上
海
辞
書
出
版

社
の

『中

国
成
語
大
辞
典
』
か
ら
写
し
取

っ
た
も
の
が
な
ん
と
三
七

〇
〇
項
以
上
あ
り
、
七
五
%
を
占
め
て
い
た
」

(巣
峰

「"
王
同
億
現

象
"
剖
析
」
『辞
書
研
究
』

一
九
九
五
年
第

二
期
)
。

実
際
、

王
同
億
事
件
は
辞
書
の
編
集
に
お
け
る

一
つ
の
剰
窃
事
件

で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
よ
り
以
前
も
こ
う
い
っ
た
現
象

は
す
で
に
存
在

し
て
い
た
。
た
だ
こ
こ
れ
ほ
ど
狂
気
じ
み
て
は
い
な
か

っ
た
と
い
う

だ
け
で
あ
る
。
例
え
ば

、
関
係
機
関
が
剰
窃
で
あ
る
と
鑑
定
し
た
辞

書
や
読
者

に
剰
窃
を
指
摘
さ
れ
た
辞
書
に
は
以
下

の
も
の
が
あ
る
。

万
啓
智
ほ
か
の
編
集

に
よ
る

『新
法
編
排
漢
語
詞
典
』

(新
華
出
版

ム
け
　

社
、

一
九

八
五
年
)
、
劉
雨
樵

の
編
集

に
よ
る

『
党
政
幹
部
大
詞

典
』

(陳

西
人
民
教
育
出
版
社
、

一
九
八
七
年
)、
張
錫
坤
の
編
集
に

　に
　

よ
る

『新
編
美
学
辞
典

』
(吉
林
人
民
出
版
社
、

一
九
八
七
年
)、
呉

山

の
編
集

に
よ
る

『
中

国
工
芸
美
術
大
辞
典
』
(江
蘇
美
術
出
版

バロ
　

社
、

一
九

八
八
年
)、

曲
欽
岳

の
編
集
に
よ
る

『当
代
百
科
知
識
大

ム
　
　

詞
典
』

(南
京
大
学
出
版
社
、

一
九
八
九
年
)
、
張
占
斌
ほ
か
の
編
集

に
よ
る

『新
版
毛
沢
東
選
集
大
辞
典
』

(山
西
人
民
出
版
社
、

一
九

ム
め
　

九

一
年
)。

王
同
億

の
編
集
に
よ
る

『語
言
大
典
』
な
ど
に
重
大
な
剰
窃
が
存

在
し
て
い
た
た
め
、

一
九
九
三
年
、
中
国
社
会
科
学
院
語
言
研
究
所

や
商
務
印
書
館
な
ど
五
つ
の
機
関
が
法
廷
に
告
訴
し
た
。
最
終
的
に

裁
判
所
は
王
同
億
お
よ
び
海
南
出
版
社
に
敗
訴
を
言
い
渡
し
、
原
告

に
対
し
公
開
で
謝
罪
を
行

っ
た
上
で
経
済
的
損
失
を
賠
償
す
る
よ
う

求
め
た
。

こ
れ
は
当
時

の
辞
書
編
纂
と
出
版
界
に
お
い
て
、

一
層
激

し
さ
を
増
し
て
い
た
剰
窃

の
波
を
あ
る
程
度
抑
制
す
る
作
用
が
あ

っ

た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
現
象
が
こ
れ
で
な
く
な

っ
た
わ
け
で
は
な

か

っ
た
。
数
年
後
、
王
同
億
は
再
び

『
新
世

紀
現
代
漢
語
辞
典
』

『新
世
紀
規
範
字
典
』
『新
世
紀
字
典
』
な
ど
を
出
版
し
た
が
、
問
題

バめ
　

は
依
然
少
な
く
な
か

っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
「
二
〇
〇
三
年
辞
書
品
質

専
項
検
査
」

で
不
合
格
と
さ
れ
た
辞
書
は

一
九
点
あ

っ
た
。
新
彊
教

育
出
版
社

の

『多
功
能
学
生
字
典
』
、
印
刷

工
業
出
版
社

の

『中
華

辞
海
』、
黒
竜
江
人
民
出
版
社
の

『現
代
漢
語
大
字
典
』
、
学
苑
出
版

社

の

『現
代
漢
語
規
範
用
法
大
詞
典
』
な
ど

で
あ
る
。
こ
れ
ら
不
合

ム
ロ
　

格

の
辞
書
に
お
け
る
問
題
の

一
つ
が
剰
窃
で
あ

っ
た
。
辞
書
学
界
か

ら
粗
悪
品
を
撲
滅
す
る
に
は
こ
の
先
ま
だ
長

い
道
の
り
が
あ
る
。

㈹

名
実
相
伴
わ
ず

辞
書

で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
辞
書

と
名
を
冠
し
て
出
版
す

る
と

い
う
の
も
辞
書
出
版
に
存
在
す
る
問
題

の

一
つ
で
あ
る
。
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現
在
市
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

"辞
書
"
が
あ
り
、
名
実
相
伴

っ
た

本
物

の
辞
書
も
あ
る
が
、
中
に
は
た
だ
表
看
板
を
掲
げ
て
読
者
を
釣

る
た
め
だ
け
の
も
の
も
あ
り
、

こ
の
種

の
本
は
名
前
だ
け
で
実
の
な

い
も
の
が

ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
例
え
ば
、
市
場
に
は
多
く
の
鑑
賞
辞

典
が
あ
る
が
、

「大
多
数
が
文
学

・
演
劇

・
映
画

・
美
術
な
ど
の
原

作
に
鑑
賞
文
を
加
え
て
編
集
し
た
も
の
で
」
、
「
こ
の
種

の
辞
典
は
作

品
の
題
名
を
見
出
し
語
と
し
て
い
る
、
…
…
し
か
し
そ
の
解
釈
は

一

篇

一
篇
の
文
章

で
、

こ
の
種
の
鑑
賞
辞
典
と
鑑
賞
文
と
を
ま
と
め
た

も
の
は
人

民
文
学
出
版
社

の
出
版

し
た

『中
国
古
典
文
学
鑑
賞
叢

ム
お
　

刊
』
の
よ
う
に
、
ど
れ
も
ま

っ
た
く
同
じ
で
あ
る
」
。
そ
の
他

の
種

類
の
辞
典
、
例
え
ば
解
説
辞
典

・
閲
読
辞
典

・
故
事
辞
典

・
名
言
辞

典

・
贈
言
辞
典
な
ど
に
は
す
べ
て
こ
の
問
題
が
存
在
す
る
。

こ
う
い

っ
た
問
題

の
原
因
は
辞
書
学
の
概
念
が
明
確
に
な

っ
て
い

な
い
こ
と
と
少
な
か
ら
ず
関
係
が
あ
る
が
、
当
然
、
よ
り
深
刻
な
原

因
は
各
個

人
と
出
版
社
が
利
益
追
求
の
た
め
に
市
場
の
要
求
に
迎
合

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。

2

理
論
研
究
に
お
け
る
二
番
煎
じ
現
象

重
複
し
た
研
究
が
多
く
な
る
と
、
多
く

の
論
文

は
新
鮮
さ
を
失

い

が
ち
に
な
る
。
例
え
ば

こ
の
三
〇
年
間
に
発
表
さ
れ
た
共
通
の
論
題

の
論
文
を
探
し
出

し
て
比
較
し
た
場
合
、
多
く
の
文
章
が
構
想
か
ら

問
題
に
対
す
る
認
識
、
使
用
し
た
資
料
に
至
る
ま
で
往
々
に
し
て
同

じ
で
あ
る

こ
と
が
多

い
。
さ
ら
に
辞
書
史

の
研
究

に
関
し
て
言
う
な

ら
、
現
在
確
認
さ
れ
る
論
著
は
七
部
で
あ
る
が
こ
れ
ら
の
論
著

の
枠

組

み
は
ほ
ぼ
完
全
に

一
致
す
る
。

「
一
般
的
に
ど
れ
も
簡
単
に
古
代

辞
書

の
発
展
概
況
を
紹
介
し
た
後
、
主
に
古

代
辞
書
の
評
価
に
紙
面

ムロ
　

を
割

い
て
お
り
」、
し
か
も
そ
の
評
価

の
内
容

は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

方
宝
花

・
何
華
連
の
統
計
に
よ
る
と
、
二
〇
〇

一
年
に
発
表
さ
れ

た
辞
書
学
論
文
は
四

一
六
篇
、
二
〇
〇
二
年

に
は
五
〇
八
篇
、
二
〇

〇
三
年
に
は
五
七
五
篇
、
二
〇
〇
四
年
に
は
六
三
五
篇
、
二
〇
〇
五

年

に
は
四

=

篇
、
二
〇
〇
六
年
に
は
六
二
八
篇
が
発
表
さ
れ
て
お

り
、
全
体
的
に
は
増
加

の
傾
向
に
あ
る
。
辞
書
学
論
文

の
発
表
数
が

増
加
傾
向
に
あ
る
と

い
う
の
は
よ
い
こ
と
だ

と
言
え
る
。
そ
れ
は
辞

書
学
が
多
く
の
関
心
を
集
め
始
め
て
お
り
、

ま
た
多
く
の
人
々
が
こ

の
研
究
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
発
表
さ
れ
る
論
文

の
数
を
重
視
す
る
と
同
時
に
、
そ

の
品
質
や

目
新
し
さ
に
対
し
て
も
重
き
を
置
く
こ
と
が
、

こ
の
学
問

の
発
展
に

と

っ
て
非
常

に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

3

辞
書
史
研
究
に
お
け
る
無
制
限
な
漢

語
辞
書
の
遡
源

漢
語
辞
書
の
起
源
問
題
は
漢
語
辞
書
史
研
究
に
お
け
る
重
要
な
内

容
の

一
つ
で
あ
る
。

こ
の
問
題

に
対
し
、
現
在
比
較
的
知
れ
わ
た

っ

て
い
る
説
は
二
つ
あ
り
、

一
つ
は
先
秦
時
代

の

『史
箔
篇
』
を
わ
が

国
で
最
も
古
い
辞
書
と
す
る
説
で
、
方
厚
枢

・
胡
明
揚

・
劉
葉
秋
な

ど
が
こ
の
意
見
で
あ
る
。
方
厚
枢
は
以
下

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「古
く
は
春
秋
戦
国
時
代

に
字
書
が
出
現
し
て

い
る
。
『漢
書
』
芸
文

志

「小
学
」
な
ど
に
記
載
さ
れ

て
い
る
周
宣

王
太
史
作

の

『
史
糟

篇
』
は
記
録
に
残

る
中
で
最
も
古

い
辞
書

で
あ
る
」

(
「中
国
辞
書
史
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話
」
上

『辞
書
研
究
』

一
九
七
九
年
第

一
期
)。
も
う

一
つ
は

『爾

雅
』
お
よ
び
漢
代
の

『説
文
解
字
』
な
ど
を
わ
が
国

で
最
古
の
辞
書

と
す
る
説

で
あ

る
。
代
表
的
な
学
者
は
郭
文
瑞

(
「辞
書
源
流
初

探
」
『
河

北
大
学
学
報
』

一
九
八
〇
年
第

一
期
)
と
黄
高
憲

で
あ

る
。
黄
高

憲
は
以
下

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「書
物
と
な

っ
た
漢

代

の

『爾

雅
』
『
方
言
』
『釈
名
』
『説
文
解
字
』
は
あ
る
程
度

の
数

の
字
と
語

を
集
め
、

一
定

の
方
式
で
配
列
し
た
上

で
解
釈
を
付
し
て

読
者
が
検
索

で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
辞
書

の
性
質
を
有
す
る

と
言
え

る
。

こ
れ
ら
が
わ
が
国
最
古
の
辞
書

で
あ
る
」
(
「試
論

「周

易
」
与
中

国
辞
書
的
起
源
」
『辞
書
研
究
』

一
九
九

一
年
第
六
期
)。

こ
の
二
つ
の
説
は
同
じ
で
は
な
い
が
、
基
本
的
に
は
事
実
と
大
き

く
は
違
わ

な
い
。
し
か
し
な
が
ら

一
部

の
学
者
は
漢
語
辞
書
の
起
源

を
さ
ら

に
古

い
と
主
張
す
る
。
例
え
ば
劉
長
允
は
こ
の
よ
う
に
考
え

る
。

「『易
経
』
は
辞
書

の
形
式
に
基
づ
い
て
配
列
さ
れ
て
い
る
」
た

め
、

「『
易
経
』
は
古

い

(あ
る
い
は
原
始
的
な
)
辞
書

で
あ

る
」

(
「従
辞
書
角
度
看

「周
易
」
」
『辞
書
研
究
』
一
九
八
五
年
第
六
期
)。

劉
長
允

の

「『易
経
』
説
」
よ
り
さ
ら
に
古

い
と
す
る
の
が
楊
起
予

で
、
彼

は

「わ
が
国
の
工
具
書
は
夏
代
以
前
の

『黄
帝
歴
』
と

『纈

項
歴
』
が
始
ま
り
で
あ
り
、
歴
史
は
非
常
に
長
い
」
と
考
え
る

(
「建

立
工
具
書
学
努
議
」
『福
建
師
範
大
学
学
報
』
一
九
八
八
年
第
三
期
)
。

中
国

の
辞
書

の
起
源
が
よ
り
遡
る
の
は
悪

い
こ
と
で
は
な
い
が
、

し
か
し
そ

れ
に
は
十
分
な
根
拠
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
い
。
証
拠
が

不
十
分

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勝
手
に
古

い
本
を
取
り
上
げ
て

中
国
の
辞
書

の
起
源

で
あ
る
と
す
る
の
で
は
、

受
け
入
れ
ら
れ
な

い
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
世
間
で
は
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今
後
の
中
国
辞
書
出
版
と
辞
書
研
究
の

発
展
の
動
向

1

人
材
育
成

の
強
化

辞
書
学
の
人
材

に
は
辞
書
編
纂
要
員
と
理
論
研
究
要
員
と
が
含
ま

れ
る
。
全
国
的
に
見
る
と
、
辞
書
編
纂
の
人

員
は
総
体
的
に
非
専
門

的
で
非
学
者
型
と
い
う
特
性
が
あ
り
、
編
集
者

の
素
質
レ
ベ
ル
は
ま

ち
ま
ち
で
編
集
グ
ル
ー
プ
は
安
定
性
を
欠
き
、
大
抵
が
臨
時

で
集
め

ら
れ
、
余
暇
を
利
用
し
て
編
集
に
参
加
し
て

い
る
こ
と
が
多

い
。
理

論
研
究

の
人
員
は
出
版
者
を
兼
任
し
て
い
る
者
が
少
な
く
な
い
。
彼

ら
は
出
版

に
携
わ
り
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
お
り
、
大
学
や
研
究
機

構
で
専
門
的
に
辞
書
学
の
研
究
に
従
事
し
て

い
る
者
は
非
常
に
少
数

で
あ
る
。

こ
の
ご
く
少
数
の
専
門
研
究
員
の
う
ち
大
多
数
は
二
言
語

辞
典

の
研
究

に
従
事
し
て
お
り
、
全
面
的
な
辞
書
学
研
究
に
携
わ
る

人
員
は
さ
ら
に
少
な
く
な
る
。

当
然
、

こ
の
よ
う
な
状
況
に
は
歴
史
的
な
要
因
が
あ
る
。
以
前
、

わ
が
国

の
辞
書
学
要
員
の
育
成
は

「辞
書
出
版
の
任
務
が
辞
書
編
集

出
版
部
隊

の
設
立
を
牽
引
し
、
辞
書
出
版
事

業
の
発
展
が
辞
書
編
集

ハね
　

出
版
部
隊

の
建
設
を
促
進
す
る
」
と

い
う
路

線
を
歩
ん
で
き
た
。
し

か
し
辞
書
学

の
人
材
育
成
は
こ
の
方
法
だ
け

に
頼
る
わ
け
に
は
い
か



な
い
。
言

い
換
え
れ
ば
、
我
々

の
辞
書
編
集
部
隊
と
研
究
部
隊
は
辞

書
出
版
事
業
に
常
に
依
存
す
る

の
で
は
な
く
、
専
門
的
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
辞
書
編
纂

と
研
究
部
隊
の
設
立
を
推
進
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代
、
国
家
新
聞
出
版
署
は
中
国
人
民
大
学
と
中
国
社

会
科
学
院
語
言
研
究
所
な
ど
の
機
関
と
共
同
で
二
度
の
全
国
辞
書
編

集
研
修
ク
ラ
ス
を
開
催
し
、
辞
書
出
版
界
の
た
め

一
群
の
人
材
を
育

成
し
た
。

こ
れ
は

一
つ
の
価
値
あ
る
推
進
方
法
で
あ
り
、
特

に
現
在

大
学
に
ま
だ
辞
書
学
と

い
う
専
門
が
設
立
さ
れ
て
い
な

い
状
況
下
で

は
、
辞
書

学
に
携
わ
る
人
員
が
非
常
に
不
足
し
て
い
る
と
い
う
現
状

を
解
決
し
得
る
。
し
か
し
、
研
修
や
訓
練

の
形
式
は
ま
だ
多
様
化
が

可
能
で
、
制
度

の
設
立
も
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
イ
ギ

リ

ス

の

エ
ク

セ

タ

ー

大

学

辞

書

研

究

所

(U
凶。
二
。
昌
鎭

菊
。
°。。
母
。
ゲ

C
en
ter,
U
niversity
of
E
x
eter)

の
方
法
が
参
考
に
値
す
る
。

総
じ

て
言
え
ば
、
辞
書
学
の
発
展
の
鍵

は
人
材
で
あ
る
。
今
後
、

辞
書
編
纂

要
員
と
理
論
研
究
要
員

の
育
成

は
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア

を
用
い
促
進
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
辞
書
学
会
が
今
後
努
力

す
べ
き

一
つ
の
方
向
で
あ
ろ
う
。

2

高
品
質
な
辞
書
を
作
り
上
げ
る
と

い
う
意
識
の
必
要
性

「辞
書
出
版
の
多

い
少
な

い
、
良
し
悪

し
は
、
あ
る
意
味
そ
の
国

ム
お
　

家
の
文
化

レ
ベ
ル
を
象
徴
す
る
と
言
え
る
」。

こ
れ
は
二

つ
の
意
味

を
持

つ
。

一
つ
は
、
辞
書

の

"多

い
少
な
い
"
は
国
家
の
文
化
レ
ベ

ル
と
密

接
な
関
係

が
あ
る
と

い
う

こ
と
で
、
も
う

一
つ
は
辞
書

の

"良

し
悪
し
"
が
国
家

の
文
化

レ
ベ
ル
に
影

響
を
及
ぼ
す
と

い
う

こ

と
で
あ
る
。

改
革
開
放
後
の
三
〇
年

で
、
わ
が
国
の
辞
書
出
版
は
数

の
上
で
は

大
き
な
発
展
を
遂
げ
、
「国
は
大
き

い
が
辞

書
は
少
な
い
」
と
い
っ

た
局
面
は

一
定
の
改
善
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
品
質
上
は
少
な
か
ら

ざ
る
問
題
が
存
在
す
る
。
今
後
こ
の
よ
う
な
局
面
を
転
換
さ
せ
る
べ

く
、
辞
書
出
版
の
数
量
を
確
保
す
る
と
同
時

に
辞
書

の
品
質
も
高
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

辞
書

の
品
質
を
高
め
る
た
め
に
は
、
高
品
質
な
も
の
を
作
り
上
げ

る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
社
会
に
対
す
る
効

果
と
利
益
を
第

一
に
考

え
ね
ば
な
ら
な

い
。

こ
れ
は
辞
書

の
編
纂
者

と
出
版
者
が
両
面
か
ら

力
を
注
ぐ
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
編
纂
部
隊
と
責
任

感
あ
る
編
集
部
隊
が
あ

っ
て
初
め
て
辞
書

の
品
質
が
確
保
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
高
品
質
な
辞
書
を
作

り
上
げ

る
に
は
新
し
い

辞
書
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
強
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
す
で
に
出
版
さ
れ

た
辞
書

の
改
訂
作
業
に
も
注
力
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
良
い
辞
書
と
い

う

の
は
往
々
に
し
て

一
度

の
編
集
作
業

で
完

成
し
た
も
の
で
は
な

い
。
社
会
や
学
問
の
発
展
に
合
わ
せ
て
絶
え
間
な
い
改
訂
を
重
ね
、

前

の
版
の
誤
り
を
正
し
、
新
し
い
内
容
を
補

い
、
そ
れ
に
よ

っ
て
初

め
て
辞
書
は
社
会

の
発
展
や
読
者
の
要
求
に
合
わ
せ
て
発
展
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
わ
が
国
が
開
催
し

た
幾
度
か
の
国
家
図
書

賞

の
評
議
の
中

で
、
賞
を
得
た
辞
書

の
多
く

は
繰
り
返
し
改
訂
を
重

ね
た
も
の
で
あ

っ
た
。
新
た
に
人
員
を
組
織

し
て
編
集
作
業
を
行
う
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よ
り
も
、
既
存

の
辞
書
に
改
訂
を
加
え
る
ほ
う
が
よ
り
容
易
に
辞
書

の
品
質
を
高
め
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
こ
れ
よ
り
わ
か
る
。

3

か
な
め
と
な
る
理
論
問
題
に
力
を
注
い
で
討
論
を
展
開
し
、

突
破
口
を
勝
ち
取
る

数
十
年

の
努
力
を
経
て
、
わ
が
国
の
辞
書
学
の
理
論
研
究
が
以
前

に
比
べ
大
き
な
進
歩
を
得
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
ま
だ
研
究
す
ら
始
め
ら
れ
て
い
な
い
問
題
や
、
よ
う
や
く

提
起
さ
れ
た
ぼ
か
り
の
問
題
が
存
在
す
る
と
い
う

の
も
ま
た
事
実
で

あ
る
。
後
者
を
例
に
と

っ
て
み
る
と
、
現
在
、
辞
書
学
の
中

で
多
く

の
専
門
用
語
は
ま
だ
統

一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ

の
理
解
で
使
用
し
て
い
る
。
例
え
ば

"辞
書
"
と

"
辞
書
学
"。

こ

の
二
つ
の
概
念
は
ど
ち
ら
も

い
く

つ
か
の
含
意
を
持
ち
、
し
か
も
そ

の
そ
れ
ぞ
れ

の
意
味
を
各
々
が
使
用
し
て
お
り
、

一
人
の
人
間
が

一

篇
の
文
章

の
中

で
違

っ
た
意
味

で
用

い
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
。

専
門
用
語

の
含
意
が
明
確

で
な

い
と
、
そ
の
学
問
の
健
全
な
発
展

に
影
響
す

る
ば
か
り
で
な
く
辞
書
の
出
版
に
も
混
乱
を
き
た
す
場
合

が
あ
る
。

こ
の
三
〇
年
間
、
辞
書

の
出
版
は
非
常

に
混
乱
し
て
お

り
、

一
部

の
辞
書

に
属

さ
な
い
書
籍
が
辞
書
と
名
を
冠
し
て
出
版
さ

れ
読
者
を
欺
く
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は

"辞
書
"
と
い
う
言
葉

に
明

確
な
定
義
が
な
い
こ
と
と
少
な
か
ら
ず
関
係
が
あ
る
。
さ
ら
に
言
え

ば
、
こ
れ
ま
で
辞
書

の
特
性

に
つ
い
て
討
論
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、

未
だ

一
致
し
た
認
識
が
得
ら
れ
な

い
の
は
、
お
そ
ら
く
皆

の
考
え
る

"辞
書
"

の
理
解
が
異

な
る
と
い
う

こ
と
と
関
係
す
る
の
で
は
な

い

だ
ろ
う
か
。

辞
書
学
研
究
に
お
い
て
、
上
記

の
よ
う
な
問
題
は
少
な
く
な
い
。

小
さ
な
観
点
か
ら
見
れ
ぼ
、
そ
れ
は
辞
書
学

の
中
の

一
般
的
な
理
論

問
題
で
あ
る
が
、
大
き
な
観
点
か
ら
見
る
と
多
く
の
問
題
は
学
問
の

成
立
に
直
接
関
わ

っ
て
く
る
。
こ
の
た
め
、

今
後
の
研
究
は
専
門
用

語
を
統

一
す
る
な
ど
重
要
な
問
題

の
共
通
認
識
を
得
る
こ
と
に
注
力

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は

一
つ
の
学
問
が
発
展
す
る
た
め
の
基
礎

で
あ
る
。

4

辞
書
の
評
論
作
業
の
科
学
的
な
発
展

辞
書
の
評
論
は
理
論
研
究

に
必
要
な
だ
け

で
は
な
く
、
辞
書
出
版

の
健
全
な
発
展
を
確
保
す
る
た
め
に
大
変
重
要

で
あ
る
。
以
前
の
辞

書
の
評
論
は

「褒
め
そ
や
す
文
章
が
非
常
に
多
く
、
書
く
に
し
て
も

書
き
や
す
い
。
し
か
し
誤
り
を
指
摘
す
る
文
章
は
情
実
に
妨
げ
ら
れ

て
筆
を
下
ろ
し
に
く
く
、
そ
の
確
た
る
も
の
を
探
す
た
め
に
や
む
な

く
分
厚

い
原
書
を
何
度
も
繰
り
返
し
読
み
返

す
こ
と
に
な
る
。
千
文

字
ほ
ど
の
文
章
を
何
度
も
考
え
直
し
、

一
字

一
句
推
敲
を
重
ね
、
遠

慮
が
ち
に
、
十
二
分
に
注
意
深
く
書

い
た
上

で
、
発
表
し
た
後
は
反

論
や
反
駁
、
議
論
を
吹
き
か
け
ら
れ
た
り
絡

ま
れ
た
り
と
い
う
こ
と

に
備
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」

(金
常

政

「敢
向
偽
劣
辞
書
亮

紅
牌
」
『辞
書
研
究
』

一
九
九
七
年
第
二
期
)
。

こ
の
よ
う
な
辞
書
の

評
論
は
辞
書
学
理
論

の
構
築

に
無
益

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
辞
書

の
出
版
を
正
し
く
導
く

こ
と
が
で
き
ず
、
か
え

っ
て
粗
製
乱
造
の
気

風
を
助
長
し
て
し
ま
う
。

こ
の
た
め
、
今
後
、
辞
書
の
評
論
を
さ
ら
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に
強
化
す

べ
き
で
あ
り
、
評
論

の
科
学
性
と
そ
の
価
値
に
気
を
配
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。

5

国
外
辞
書
界
と
の
交
流

の
強
化

国
外
辞
典
学
の
研
究
の
進
展

に
注
目
し
、
国
外

の
同
分
野
と
の
交

流
を
深
め
、
そ
の
先
進
的
な
経
験
か
ら
学
び
取
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
辞
典
学
は

一
つ
の
学
問
と
し
て
た
だ
国
内

の
辞
書
編
纂
経
験

の

総
括
と
紹
介
だ
け
に
留
ま

っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
国
外
の
辞
書

編
纂

の
経
験
を
参
考
に
し
、
国
外
の
辞
書
学
会
と
の
連
携
も
密
に
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

か
つ
て
は
辞
書
編
纂

の
中
国
化

を
提
起
し
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら

は

"グ

ロ
ー
バ
ル
化
"
を
強
調
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
国
内
の
外
国
語
教
育
と
研
究

に
携
わ
る
学
者

が
先
頭
に
立
ち
、
国
外

の
辞
書
界
の
情
報
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。
し

か
し
残
念

な
こ
と
に
外
国
語
研
究
学
者
と
漢
語
研
究
学
者
の
間
に
は

越
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
境
界
が
あ
る
よ
う
で
、
互
い
の
交
流
は
乏

し
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
学
術
圏
を
形
成
し
て
い
る
。
事
実
、

国
外
の
や
り
方
で
我
々
が
学
ぶ

べ
き
価
値
が
あ
る
も
の
は
多

い
。

6

辞
書

の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
技
術

の
急

速
な
発
展
と
広
範
囲
な
応
用
に
伴

い
、
「辞
書

の
編
纂
手
段
も
ま
た
筆

・
墨

・
紙

・
硯
を
使

い
、
カ
ー

ド

・
曖
昧
さ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
手
作
業
の
歴
史

に
別
れ
を
告
げ
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

・
コ
ー
パ
ス

・
デ
ー
タ
バ
ン
ク
を
シ
ン
ボ
ル
と
し

ムお
　

た
自
動
化

の
時
代

に
突
入
し
た
」
。
こ
の
た
め
、
今
後

の
辞
書
編
纂

と
理
論
研
究
は
辞
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
重
視

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

辞
書

の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
に
は
二

つ
あ
り
、

一
つ
は
理
論
研
究

で

も
う

一
つ
は
辞
書
編
纂
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
あ
る
。

理
論
研
究
は
辞
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
意
義

や
実
現

へ
の
ル
ー
ト
、

ま
た
存
在
す
る
主
な
技
術
的
問
題
や
そ
の
解

決
方
法
、
版
権
問
題
お

よ
び
辞
書
デ
ジ
タ
ル
化
の
発
展
史
な
ど
が
含

ま
れ
る
。
辞
書
編
纂

の

デ
ジ
タ
ル
化
に
は
大
規
模

コ
ー
パ
ス
の
開
発

や
紙
媒
体

の
辞
書

の
デ

ジ
タ
ル
化
、
電
子
辞
書
の
開
発
等
が
含
ま
れ

る
。

注〈
1
>

「辞
書

市

場
的
演

変
過

程
与

図
書

出
版

的
専

業

分

工
」

『辞

書

研

究

』

二
〇

〇

四
年
第

四
期

。

〈
2
>

上

海

辞

書

出
版

社

の

『
二
十

世

紀

中

国

辞

書

学

論

文

索

引

』

(
二
〇

〇

三
年

)

と
方

宝
花

・
何
華

連

が

『
辞

書

研
究

』

の
中

で
発

表

し
た

六
篇

の
要
約

、

お
よ
び

筆
者

が
行

っ
た

二
〇
〇

七

・
二
〇

〇

八
年

の
論

文

の
統
計

に
よ

る
。

〈
3
>

盧

潤
祥

「辞
書

研
究

的

現

状
与

展

望

」

『
語
文

研

究

』

一
九

九

二
年

第

二
期

。

〈
4
>

例

え

ば
、

O
切
肖

δ
目

N
l
°。
°。

「
確

定

術

語

的

一
般

原

則

与

方

法

」
"
G
B
/T

1
5
8
3
5
-
19
9
5

「出

版
物

上

数

字

用
法

的

規
定

」
、
Ω
ロ6
＼

T

1
5
8
3
4
-
1
9
9
5

「
標
点

符

号

用

法

」
、

G
B
/T

1
6
1
5
9
-
1
9
9
6

「
漢

語

排
音

正

詞
法

基
本

規
則

」
。

〈
5
>

見

減
宏

の

「"
中

国
化

"
辮
析

」

『
安
徽

師

大
学

報
』

一
九

九

三

年
第

三
期

。
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〈
6
>

江

人
文

「試

談

辞

書
編

纂

的

規

範
性

準

則
」

『
楊

州
職

業

大

学

学
報
』

二
〇
〇

〇
年

第

一
期

。

〈
7
>

徐
麗

梛

に
よ

る

「中
文

工
具

書

学
科

発

展
総

述

」

『
河
南

図

書

館
学
刊
』

一
九

九

八
年

第

一
期
、

肖
宏

発

に
よ

る

「
工
具
書

学
的

建

立
」

『
図
書
館

界
』

二
〇
〇

二
年

第

三
期
。

〈
8
>

戴

克
喩

ら

は

か

つ
て

こ

の
よ

う

に
述

ぺ

て

い
る
。

「
こ
れ

が

一

つ
の
専

門
的

な
学

問

で
あ

る
と
認

識

さ

れ

て
、

さ
ま
ざ

ま

な
異

な

る

タ
イ
プ

の
工

具
書

に

つ
い
て
総
合

的

な
研
究

が

必
要

で
あ

る
と
指

摘

さ
れ
、

さ
ら

に
そ

の
特

有

の
研
究

対

象

が
明
ら

か

に
な
り
始

め

た
な

ら
ば
、

そ
れ

は

こ

の
学

問

が
す

で
に
誕
生

し

つ
つ
あ

る
と

い
う

こ
と

を
示

し

て
い
る
。

こ

の
学

問

の
理
論

体
系

を
完
全

に
確

立
す

る

の
は

そ

れ
か

ら

の

こ
と

で
あ

る
」
(
「
工
具

書

学
初

探
」
中

『
四
川

図
書

館

学

報

』
一
九

八

二
年

第

一
期

)
。

こ

の
意

見

に
よ

る
と
、

学
問

を
確

立

し

た

い
と
思
え
ば

具

体

的

な
研
究

を

す

る

こ
と

な
く
、

た
だ
考

え

る

だ

け

で
よ

い
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

そ
う

な
れ
ば

、
誰

も
が

あ
り

と
あ

ら

ゆ
る
学
問

の
創

始

者

に
な

っ
て
し
ま

う

の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

〈
9
>

一
九

八
六

年

、

巣
峰

は

『
辞
書

研
究

』

の

こ
の
五
篇

の
文
章

に

基

づ

き
、
辞
書

の
特

性

を
五
点

に
絞

っ
た
。
知

識
性

・
科
学

性

・
安

定

性

・
簡

明
性

・
思

想
性

で
あ

る
。

「辞

書
特
性

探
索

」

『出

版
与

発

行

』

】
九

八
六

年

第

四
期

。

〈
10
>

後

に
、
李

爾

鋼

は
さ
ら

に
も

う

一
つ
の
特

性
ー

概
括

詮
釈

性

を
追
加
し
た
。
李
爾
鋼

「再
論
辞
書
特
性
与
質
量
標
準
I
l
兼
答
林

玉
山
先
生
」
『辞
書
研
究
』

一
九
九
三
年
第
二
期
。

〈
11
>

陶
父
の

「
一
本
抄
襲
之
作
-

評

「新
法
編
排
漢
語
詞
典
」」

『辞
書
研
究
』

一
九
八
六
年
第
五
期
。

〈
12
>

「錯
註
与
抄
襲
」
『中
国
図
書
評
論
』

一
九
八
八
年
第

一
期
。

〈
13
>

襲
成
生

「評

「中
国
工
芸
美
術
大
辞
典
」」
『辞
書
研
究
』

一
九

九

一
年
第
五
期
。

〈
14
>

巣
峰

「"王
同
億
現
象
"
剖
析

一
九
九
四
年
九
月

一
五
日

在
中
国
辞
書
学
会
専
科
詞
典
専
業
委
員
会
首
届
年
会
上
的
講
和
」

『辞
書
研
究
』

一
九
九
五
年
第
二
期
参
照
。

〈15
>

暁
公

「
一
部
辞
書
因
抄
襲
侵
権
而
受
処
理
」
『辞
書
研
究
』

一

九
九
三
年
第
四
期
。

〈
16
>

徐
慶
凱

「評
王
同
億
的
假
創
新
」
『中
国
図
書
評
論
』
二
〇
〇

二
年
第
五
期
。

〈
17
>

「"二
〇
〇
三
年
辞
書
質
量
専
項
検
査
"
中
発
現
的
問
題
挙
要
」

『中
国
出
版
』
二
〇
〇
三
年
第

=

期
。

〈18
>

察
才
宝

「該
給
辞
典

一
個
什
麿
説
法
」
『出
版
発
行
研
究
』
二

〇
〇

一
年
第
三
期
。

〈19
>

雍
和
明

「関
於
中
国
辞
典
史
研
究
的
思
考
」
『辞
書
研
究
』
二

〇
〇
四
年
第
二
期
。

〈20
>

石
家
金

「対
辞
書
編
纂
出
版
現
状
的
思
考
」
『辞
書
研
究
』

一

九
九
〇
年
第
二
期
に
見
え
る
。

〈21
>

郭
世
英

「英
国
埃
克
塞
特
詞
典
研
究
中
心
」
『辞
書
研
究
』

一

九
九
四
年
第
三
期
参
照
。

〈22
>

羅
竹
風

「我
椚
迫
切
需
要

一
支
辞
書
編
纂
隊
伍
」
『辞
書
研

究
』

一
九
八
二
年
第
五
期
。

〈23
>

『辞
書
現
代
化
的
新
進
展
ー

中
国
辞
書
学
会
辞
書
編
纂
現
代

化
技
術
専
業
委
員
会
成
立
大
会
萱
第
二
届
全
国
中
青
年
辞
書
工
作
者

学
術
研
討
総
述
』
。
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